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　1月18日、青空の下、銀のすず保育園に移動

図書館車「がじまる号」がやってきました。園児は

目を輝かせながら本を選びました。宮里美羽ちゃん

は、お気に入りの1冊を手にした様子。笑顔の

素敵な1枚が撮れました。

今月の内容
2019  FEBRUARY  No.567

注 :（　）内数字は対前月比

平成30年12月31日現在
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各支所窓口
久志支所
55-8101/55-8102

問
☎

屋部支所
52-2610

問
☎

羽地支所
58-1221

問
☎

屋我地支所
52-8957

問
☎

わ
か
め
会
の
健
康
レ
シ
ピ

・・・
今 月 の 表 紙・・・

気になる本をみつけたよ！

1. イーチョーバーは葉の部分を摘む。

2. 鶏もも肉は一口大に切り、ジャガ芋は大きめの乱切り、
ニンニクはすりおろす。

3. 鶏肉、ジャガ芋に塩・コショウとニンニク、イーチョー
バーの半分をまぶし、15分ほど漬け込む。

4. フライパンにオリーブ油を熱し3を炒め、白ワインを
入れ中火で蓋をして（20分程）蒸し焼きにする。途中
でプチトマトを入れる。

5. 鶏もも肉、ジャガ芋に火が入ったら残りのイーチョー
バーを入れ、さらに5分ほど強火で蒸し焼きにする。 53 -1281☎問 わかめ会事務局

□ 鶏もも肉
□ ジャガ芋
□ 下味用塩・コショウ
□ ニンニク
□ プチトマト
□ イーチョーバー
□ オリーブ油
□ 白ワイン
□ 塩・胡椒

200g
400g
少々
2かけ
8個
50ｇ

大さじ1
 80cc
小さじ1

材料（４～5人分）

作り方 和名ウイキョウ。沖縄では胃と腸を
守るのでイーチョーバーといいますチキンとポテトの

イーチョーバーソテー

～もっと島野菜を食べよう～

2019 全国高校総体 
名護市で自転車競技(ロード)と

空手道競技 開催

名護の顔／ 寿 紗代さん
各種相談業務

目次
名護市の人口および世帯数
わかめ会の健康レシピ／ チキンとポテトのイーチョーバーソテー

市政FLASH プラス＋

中央図書館20周年記念特集
一人ひとりの図書館 あなたの図書館

平成31年度 入学説明会のお知らせ
指定学校変更について

平成31年度 小中一貫教育校 「緑風学園」、
「屋我地ひるぎ学園」小規模特認校児童生徒募集について　

月刊ナグリ
キラリ輝く中小企業・小規模企業

市民会館からのお知らせ
議会と語ろう！第5回 市民意見交換会

第2次男女共同参画計画／ リレーエッセー企画 第9弾

辺野古米軍基地建設のための埋立ての賛否を問う県民投票
第7回 フラワーフェスティバル2019開催

まちの話題

市史だより

情報ぼっくす

あけみおのまち名護

み  はね
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「
沖
縄
の
自
然
を
切
り
取
る
」

を
テ
ー
マ
に
し
た
淡
い
色
の
カ
ッ

プ
や
サ
イ
ズ
の
大
き
い
皿
な
ど

が
店
内
に
並
ぶ
。名
護
市
中
山

の
株
式
会
社
グ
ラ
ス
ア
ー
ト
藍

の
琉
球
ガ
ラ
ス
職
人
寿
紗
代
さ

ん
は「
こ
れ
ま
で
の
琉
球
ガ
ラ
ス

は
原
色
で
ア
メ
リ
カ
人
好
み
の

も
の
が
多
か
っ
た
。〝
和
食
に
合

わ
な
い
〞や〝
琉
球
ガ
ラ
ス
は
お

土
産
〞と
い
う
声
を
聞
き
、な
ん

だ
か
悔
し
く
な
っ
た
。こ
れ
か
ら

の
琉
球
ガ
ラ
ス
は
お
土
産
だ
け

で
な
く
日
常
で
使
わ
れ
、工
芸

品
と
し
て
の
価
値
を
高
め
る
こ

と
が
大
切
だ
と
気
付
い
た
」と

語
る
。

　

兵
庫
県
出
身
の
寿
さ
ん
は
、

戦
跡
巡
り
な
ど
を
通
し
て
沖
縄

戦
に
つ
い
て
学
ん
で
い
た
こ
と

も
あ
り
、沖
縄
に
対
す
る
暗
い

イ
メ
ー
ジ
が
強
か
っ
た
。し
か

し
、「
笑
顔
の
優
し
い
お
年
寄
り

と
接
し
て
い
る
う
ち
に
、悲
し
み

を
乗
り
越
え
た
島
の
人
の
た
く

ま
し
さ
と
強
さ
に
驚
き
、一
気

に
沖
縄
が
好
き
に
な
っ
た
」と
振

り
返
る
。

　

1
9
9
6
年
、母
と
2
人
沖

縄
に
移
住
し
た
。そ
の
時
、た
ま

た
ま
求
人
が
あ
っ
た
琉
球
ガ
ラ

ス
の
仕
事
に
応
募
し
、職
人
と

し
て
の
道
を
歩
み
始
め
た
。

　
「〝
や
ん
ば
る
が
い
い
よ
〞っ
て

職
人
仲
間
が
勧
め
て
く
れ
て
、

田
舎
過
ぎ
ず
、都
会
過
ぎ
な
い

名
護
の
中
山
に
決
め
た
」。南
部

各
種
相
談
業
務（
祝
日
を
除
く
）

市民ほっと健康相談                                            毎週月曜
9:30～11:30 名護市役所健康増進課・健康相談室
9

こころの健康相談
月曜～金曜 9:00～16:00（福祉職相談員）
第3水曜 午後（臨床心理士、要予約）
社会福祉課 ☎53-1212 内線111

10

児童相談・女性相談・児童虐待相談
月曜～金曜 9:00～17:00
家庭児童相談室 ☎53‐6517

11

生活困窮者自立相談支援
月曜～金曜 9:00～16:00 名護市役所 生活支援課
「くらしと仕事の応援センターさぽんちゅ」 
☎53-1212 内線244

12

                                           第1金曜
14:00～16:00 名護市産業支援センター
「地域若者サポートステーションなご」
☎54-8600

就職出張相談室（無料）13

名護市エコステ3R「なごころ」関連講座
毎週水曜・土曜 なごころ 要予約 ☎43-0254
14

沖縄県断酒協議会・断酒連合会
毎週火曜・水曜・木曜
北部福祉保健所 ☎52-2734

15

もの忘れ相談
毎月第2水曜 10:00~16:00
名護市地域包括支援センター ☎43-0022

16

不動産無料相談                          第2・4火曜
13:00～ 名護市役所守衛室
沖縄県宅地建物取引業協会
要予約 ☎098-861- 3402

2

不動産無料相談                             第3水曜
14:00～ 名護市役所守衛室
不動産保証協会沖縄県本部 
要予約 ☎098-867-6644

3

                           第2・4火曜
13:00～16:00
中央公民館・第4研修室
要予約（相談日の8日前より受付）
☎53-5445

無料法律相談1                              第2水曜
10:00～15:00 名護市役所守衛室
交通事故相談4

消費者無料相談室
毎週月曜・火曜・木曜 10:00～16:00
名護市産業支援センター

5

                                    第2・4木曜
13:00～16:00 名護市役所守衛室
行政書士無料相談6

市税・国保税納税相談
【夜間】毎週木曜
17:30～20:00(2月28日を除く)
納税係・保険税係

7

                      月曜～金曜
9:00～17:00 中央公民館
教育相談8

作業の様子 県知事賞のISHIGAKI 

ショップ前で

名護の顔 No.130

N A G O  n o  K A O

兵庫県出身。建設会社勤務を経て1996年に
母と沖縄に移住、琉球ガラス職人となる。

ＰＲＯＦＩＬＥ

や
東
村
、海
外
で
の
経
験
を
経

て
、現
在
の
場
所
に
店
を
構
え

研
鑽
を
続
け
る
。

　

2
0
1
8
年
10
月
に
行
わ

れ
た
第
21
回 

商
工
会
特
産
品

フ
ェ
ア「
あ
り
ん
く
り
ん
市
」特

産
品
コ
ン
テ
ス
ト
非
食
品
の
部

で
、グ
ラ
ス
ア
ー
ト
藍
の
食
器

「
I
S
H
I
G
A
K
I
」が
名
護

市
か
ら
初
と
な
る
県
知
事
賞
を

受
賞
し
た
。「
今
帰
仁
城
跡
の
石

垣
を
イ
メ
ー
ジ
し
、デ
ザ
イ
ナ
ー

の
原
案
を
基
に
社
員
が
意
見
を

出
し
合
っ
て
で
き
た
作
品
。一
つ

一
つ
が
違
う
全
て
一
点
も
の
。こ

れ
が
で
き
る
ま
で
に
数
え
き
れ

な
い
く
ら
い
の
失
敗
を
重
ね
た
」。

快
挙
を
支
え
た
の
は
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
だ
っ
た
。「
琉
球
ガ
ラ
ス

は
チ
ー
ム
作
業
。一
人
ひ
と
り
の

体
調
に
作
品
の
出
来
が
左
右
さ

れ
る
こ
と
も
あ
る
し
、そ
こ
に
ハ

ン
ド
メ
イ
ド
の
温
か
み
が
あ
る
。

本
土
で
た
ま
た
ま
作
品
を
見
た

人
が
沖
縄
に
行
っ
て
み
た
い
と

思
え
る
作
品
を
つ
く
り
続
け
た

い
し
、海
外
に
挑
戦
し
た
い
と

思
う
」。

　

一
緒
に
沖
縄
に
来
た
寿
さ
ん

の
最
愛
の
母
は
3
年
前
に
他
界

し
た
。「
母
は〝
沖
縄
に
恩
返
し

を
し
な
さ
い
〞と
常
に
話
し
て
い

た
。そ
の
言
葉
は
私
の
胸
に
刻
ま

れ
て
い
る
」。母
の
言
葉
を
胸
に

伝
統
工
芸
に
新
た
な
風
を
吹
か

せ
る
。

琉球ガラスで県知事賞受賞
寿 紗代さん
ことぶき さ　 よ
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央
中、
時
と
ひ
の
後
午
る
あ、
月
1
　

ん
さ
衣
真
地
久
渡
た
れ
訪
を
館
書
図（

19

る
取
を
格
資
の
士
祉
福
会
社、
は）

。
た
し
ま
い
て
し
探
を
本
連
関
に
め
た

い
て
し
用
利
を
館
書
図
に
め
た
る
す

中、
と
る
べ
比
に
館
書
図
の
外
県。
す
ま

て
く
し
ら
縄
沖
が
明
照
は
館
書
図
央

。
す
ま
げ
上
見
を
井
天
と」
く
着
ち
落

子
蕗
数
糸
た
い
て
め
眺
を
本
理
料
　

（ん
さ

65

す
か
生
に
事
仕
の
護
介
は）

も
で
事
仕
「。
中
強
勉
を
理
料
に
め
た

レ
の
理
料
る
え
使
も
で
活
生
の
段
普

借に
時
る
あ
の
間
時。
た
し
ま
来
に
り

ば
伸
を
手
に
棚
本
と」
す
ま
り
あ
も
と

。
す
ま
し　

（ん
さ
克
守
の
父
が）
6
（君

34

絵
と）は

君
芯。
た
し
ま
い
て
し
探
を
本

乗
「

克
守、
し
話
と」
き
好
大
が
物
り

ん
さ

に
館
書
図
の
こ
ら
か
ろ
こ
い
さ
小
「は

の
も
ど
子
は
今。
す
ま
い
て
来

な
き
好

え
終
み
読、
て
り
借
を
本
絵

た
ま
ら
た

。
す
ま
み
え
ほ
ほ
と」
す
ま
来
に
り
借

。
明
照
の
色
ジ
ン
レ
オ
た
い
着
ち
落
　

料
資
域
地
る
残
も
料
資
の
代
時
町
護

い
て
し
用
利
を
館
書
図
央
中
に
い
思

。
す
ま　

で
月
3
は
館
書
図
央
中

20

を
年
周

一

館
書
図
の
り
と
ひ
人

ん
し

き
ふ

　こ

本
が

き
好こ

こ
　

が

き
好

一人ひとりの図書館
あなたの図書館

一人ひとりの図書館
あなたの図書館

中央図書館２０周年記念特集中央図書館２０周年記念特集
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図書館に
行ってみよう!
改めて見るとこんなに充実

千
５
万
5
約
は
数
者
録
登。
す
ま
え
迎

約
は
数
者
館
来
総
の
で
ま
れ
こ。
人

は
数
件
出
貸
の
料
資。
人
万
0
0
4

集
特
の
こ。
す
ま
え
超
を
冊
万
0
2
6

り
振
を
史
歴
の
館
書
図
央
中、
は
で

一

書
図
が
り
と
ひ
人

。
す
ま
し
介
紹
を
い
思
る
せ
寄
に
館

総来館者数

総貸出件数

登 録 者 数
（2018年12月現在）

乗り物の図鑑を借りた長嶺さん親子

郷土資料を使った調査研究に使える畳コーナー

AVホールでは、映画上映や発表会などイベントが行われます

子どもコーナーは絵本が充実しています

らせん階段を下ると公開書庫です。崎山図書館時代からの蔵書もあります

こども野外劇場でもイベントを開催します

4,073,079人
6,214,067冊
54,954人
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護
名、
き
付
根
に
域
地。
号
る
ま
じ
が

の
代
初。
す
ま
い
て
れ
ま
し
親
に
民
市

事
理
整
画
区
地
土
佐
茂
宇
字
は
両
車

。
た
し
ま
れ
さ
贈
寄
り
よ
合
組
業　

約
15

じ
が
目
代
2
た
い
て
し
行
運
年

ら
ち
こ
て
し
と
号
る
ま
じ
が。
号
る
ま

も
方
る
え
覚
を
さ
し
か
懐
に
両
車
の

史
歴
の
号
る
ま
じ
が

み
ゆ
あ
の
館
書
図

中央図書館２０周年記念特集

図書館建設前

図書館建設後

1997年12月
図書館建設前の現場ウォッチングの様子

現図書館の前身となった崎山図書館の様子

1997年7月 起工式

1998年2月
新図書館の屋根に使う瓦にメッセージを
書くイベントが実施されました

2代目がじまる号 出発式の様子 1999年6月 初代がじまる号

図書館マスコット
キャラクター

公募により
選定された

き 

り
振
を
史
歴
の
館
書
図
の
市
護
名
　

山
崎
立
町
護
名
の
身
前、
き
と
る
返

。
ん
せ
ま
せ
か
欠
は
在
存
の
館
書
図

の
ん
さ
昌
喜
山
崎
に
年
7
6
9
1

の
書
図
と
物
建
る
あ
で
財
私

一

が
部

例
前
は
で
時
当、
れ
さ
付
寄
に
町
護
名

れ
さ
置
設
が
館
書
図
立
公
い
な
少
の

。
た
し
ま

ら
か
頃
の
そ、
は
い
思
の
へ
館
書
図
　

し
も
か
の
た
い
て
い
付
根
に
間
の
民
市

。
ん
せ
ま
れ

、
は
に
代
年
0
8
9
1、
ち
経
は
時
　

ま
高
が
運
機
の
設
建
館
書
図
な
た
新

を
館
書
図
な
ん
こ
「で
間
の
民
市、
り

。
た
し
ま
し
足
発
が」
会
よ
う
ろ
く
つ

書
図
に
所
役
市
は
に
年
1
9
9
1

。
た
し
ま
れ
か
置
が
室
備
準
設
建
館

月
3
年
9
9
9
1

20

民
市
の
く
多、
日の

史
歴
の
そ。
た
し
ま

一

で
真
写
を
部

。
す
ま
り
返
り
振
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の
内
市
護
名。
号
る
ま
じ
が
目
代
3
　

で
ま
人
大
ら
か
も
ど
子、
し
問
訪
を

幅。
す
ま
い
て
し
用
利
が
代
世
い
広

地次
は
車
館
書
図
動
移
た
い
付
根
に
域

。
す
ま
い
て
れ
が
継
け
受
に
代
世　

月
1

11

嵩
瀬
が
号
る
ま
じ
が、
日

保ん
く
翔
麗
田
前。
た
し
ま
れ
訪
を
所
育

を
本。
き
好
が
本
の
獣
怪
や
物
動
「は

。
た
し
ま
し
話
と」
い
た
み
読
ん
さ
く
た

前田麗翔君（左）宮城瑠子ちゃん（中央）大城結雅ちゃん（右）
れ お り こ ゆ ま

2004年3月 開館5周年記念
図書館専用バッグ抽選会を実施

大宮中学校野球部有志が
自ら申し出て、

図書館の草取りをしてくれました。
暗くなるまで頑張ってくれた
中学生に、職員も感激しました。

北部農林高校林業緑地科の
生徒たちがやんばるパティオに

沖縄風の庭園
「森を歩けばシーサーの家」を

作成しました。

名護商工高校電建システム科
建築技術コースの生徒たちが
作成した紙芝居枠３台を
寄贈してくれました。

子どもたちが本を読みに来る日常の様子
2009年2月
開館10周年記念フォーラム

2019年1月
図書館開館20周年プレイベント新春カルタ大会の様子

1999年3月20日
名護市立中央図書館 開館式テープカット

3代目がじまる号 2014年2月～現在

年表
思い出

ありんくりん

図書館職員の 2000年

2011年
2017年

北部工業高校機械科の
生徒が作成した
鉄製のボックスは、

現在もごみ回収ボックスとして
活躍中です。

2002年名護琉米文化会館設置。図書の貸出実施
名護町立崎山図書館開館
「こんな図書館をつくろうよ会」発足。
市民運動として動き出す
名護市図書館基本計画策定
名護市立中央図書館開館記念式典
羽地地区センター生涯学習室兼図書室開設

世界の絵本読み聞かせ会
しろませいゆう作品展
新春カルタ大会

1951年
1967年3月
1980年代 
　　　　　
1990年
1999年3月20日
2005年
◉開館20周年プレイベント
2018年8月、10月
　　　　　　11月
2019年1月
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中央図書館２０周年記念特集

、
年
3
7
9
1
　

に
館
書
図
の
軍
米

員
委
育
教
の
市、
に
時
た
い
て
め
勤会

の
館
書
図
山
崎、
て
出
が
員
欠
に

。
た
し
ま
れ
さ
用
採
て
し
と
補
書
司

館
書
図

は
外
以
談
相
生
人、
は
で

も
で
何

受

持
気
う
い
と
る
け
付
け

き
働
で
ち

。
た
し
ま

た
れ
さ
訳
翻、
が
性
女
い
若
る
あ
　

て
ね
訪
と
い
た
み
読
を
本
原
の
本

な
が
書
蔵
に
館
書
図、
が
た
し
ま
来

も
に
館
書
図
の
軍

に
的
果
結。
た
し
ま
み
て
せ
わ
合
い
問

縄
沖
て
ぎ
す
古

に

わ
が
と
こ
い
な女

探
を
本
は
性

し
対
に
と
こ
た
し

て

ン
カ
ミ
の
礼
お

は
事
仕
の
書
司

き
で
が
り
が
な
つ
の
と
民
市
の
く
多

と

。
す
ま
じ
感

習、
ら
か
初
当
立
設
館
書
図
央
中
　

と
こ
る
き
で
で
館
書
図。
す
ま
い
て
し

の
と
館
書
図、
し
い
た
き
い
て
け
続
を

を
流
交

ま
い
思
と
い
た
し
に
事
大涯

生。
す

所
場
る
き
で
流
交
が
民
市

。
す
で
館
書
図
が

所
場
る
き
で
流
交
が
民
市
涯
生

　

設
建
館
書
図
ら
か
年
1
9
9
1

司
館
書
図。
た
し
ま
き
働
で
室
備
準

研
務
実
で
外
県、
し
用
採
行
先
を
書

の
全
万
た
け
向
に
館
開、
み
積
を
修

書
図
山
崎
旧。
た
し
ま
き
築
を
制
体

、
え
加
に
と
こ
た
え
増
が
書
蔵
り
よ
館

ゆ
わ
い
る
が
た
ま
に
美
奄
ら
か
縄
沖

に
的
極
積
を
料
資
域
地
の
弧
球
琉
る

。
た
し
ま
め
集　

習
学
や
査
調
ら
自
が
民
市、
時
当

 

書
図

が
動
運
民
市
の
め
た
の
設
建
館

せ
ま
け
い
は
て
れ
忘
も
と
こ
た。

ん

開
公
を
書
計
設
は
に
で
ま
館
開

ル
ヘ
に
中
途
設
建、
き
聞
を
見
意
し

図書館との交流を
大事にしたい

図書館は
成長し続ける有機体

旧崎山図書館館長、図書館協議会委員
中央図書館で定期的に習字サークルを開催

奥付部分を見ると
崎山図書館時代の蔵書がわかる

宮里 健一郎さん

中央図書館初代館長
図書館建設準備室で中央図書館の建設に従事

島袋 正敏さん

北、
と
と
こ
た
し

。
た
し
で
革
変
な
き
大
時
当、
は
と
こ

千
何
間
年、
は
に
く
働
で
館
書
図
　

要
必
が
眼
書
選
る
す
入
購
を
本
と
冊

、
た
ま。
す
で

考
参
る
め
求
の
民
市

域
地
や
料
資

り
知
「。
す
で
事
仕
な
切
大
も
ス
ン
レ

は」
ん
せ
ま
り
あ、
ん
せ
ま

市。
句
禁

供
提
を

。
す
ま
い
て
し

体
機
有
る
け
続
し
長
成
は
館
書
図
　

報
情
に
者
用
利
も
ら
か
れ
こ。
す
で

提
を

い
し
ほ
て
け
続
し
供

。
す
で

大型絵本が読めます時にはAVホールでおはなし会を行います新春カルタ大会。盛況でした
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おはなし会情報

※あかちゃんおはなし会や乳児健診の読み
　聞かせでは、個人ボランティアの皆さんの
　ご協力をいただいています。

第１土曜日　やんばる民話の会
第２土曜日　とんぼの会
第３土曜日　バディ
第４土曜日　どんぐりの会

ら
か
代
時
館
書
図
山
崎
は
館
書
図

　

が
館
書
図
央
中。
す
ま
い
て
し
用
利

て
き
で

20

く
早
も
て
と
が
日
月。
年

じ
感

聞
み
読
に
ち
た
も
ど
子。
す
ま

で
ま
れ
こ、
く
し
楽
が
の
る
す
を
せ
か

催
開
を
ト
ン
ベ
イ
た
せ
わ
合
に
節
季

ま
き
て
し

せ
か
聞
み
読
の
本。
た
し

で
礼
お
の

、
り
あ
も
と
こ
く
頂
を
紙
手

。
す
ま
り
な
に
み
励
の
動
活て

る
て
育
を
人
は
館
書
図。
す
ま
い

。
所
場

れ
こ。
間
空
ぐ
な
つ
を
人
と
人

。
す
で
い
た
り
守
見
く
か
温
も
ら
か

　

５２

で
身
前
の
館
書
図
立
市、
前
年

が」
館
書
図
山
崎
立
町
護
名
「る
あ

の
護
名
と
さ
る
ふ
「。
た
し
ま
し
館
開

人
済
経
の
身
出
町
護
名
と」
に
め
た

た
い
だ
た
い
て
し
付
寄
を
籍
書
と

が
の

始

。
す
で
り
ま

　

ら
か
館
開
館
書
図
山
崎

３２

の
後
年

ち
待
と
こ
い
長、
月
３
年
９
９
９
１

館
開
が
館
書
図
央
中
立
市
た
れ
が
焦

。
た
し
ま
し

市、
他
の
館
書
図
央
中
は
で
在
現

　

動
移

小、
」
号
る
ま
じ
が
「車
館
書
図

る
い
て
れ
ま
し
親
も
ら
が
な
い
さ

地
羽
「

供
提
を

。
す
ま
い
て
し

　

が
館
書
図
央
中、
く
な
も
ま

20
周

年

り
た
あ
に
る
え
迎
を

、

ん
さ
山
崎

い
だ
た
い
力
尽
ご
て
け
む
に
館
開
やた

ン
ラ
ボ
せ
か
聞
み
読、
ん
さ
皆

さ
皆
の
ア

り
よ
何
て
し
そ、
ん

頃
日

用
利
ご

市
る
い
て
い
だ
た
い

の
民

で
ち
持
気
の
謝
感
の
へ
ん
さ
皆

。
す
で
い
ぱ

は
館
書
図

　

一

館
書
図
の
り
と
ひ
人

か
れ
こ。
す
で
館
書
図
の
た
な
あ
で

、
れ
さ
愛
て
し
と
棚
本
の
民
市
も
ら

拠
の
動
活
化
文
の
る
ば
ん
や
・
護
名

、
う
よ
る
け
い
て
し
長
成
て
し
と
点

員
職

一

め
務
て
め
こ
ろ
こ
ご
ま
同さ

皆。
す
ま

り
よ
心
を
し
越
お
の
まて

し
ち
待
お

。
す
ま
い

話
お
の
ん
さ
里
新

　

20

築
新
が
館
書
図
に
前
上
以
年

ク
ワ
ク
ワ、
き
と
た
い
聞
を
話
る
れ
さ

央
中。
す
ま
い
て
え
覚
を
と
こ
た
し

も
数
書
蔵
て
べ
比
に
前
以
は
館
書
図

。
す
ま
い
て
し
加
増

き
好
が
本
て
し
通
を
せ
か
聞
み
読

　

粋
純
に
人
大
や
も
ど
子。
す
ま
り
あ

。
す
ま
い
思

　

。
す
で

し
欲
て
し
用
利
に
方
な
ん
ろ
い

い

ら
か
れ
こ
は
私、
し
す
ま
い
思
と

も

い
た
き
い
て
け
続
を
せ
か
聞
み
読

。
す
で

話
お
の
ん
さ
原
宮

絵本で子どもと
つながりたい

一人ひとりの図書館
あなたの図書館

月1回第４土曜にどんぐりの会として子どもたちに
読み聞かせの活動を続ける

宮原 直美さん(左） 新里 早苗さん(右）
月1回第４土曜にどんぐりの会として子どもたちに
読み聞かせの活動を続ける
月1回第４土曜にどんぐりの会として子どもたちに
読み聞かせの活動を続ける
月1回第４土曜にどんぐりの会として子どもたちに
読み聞かせの活動を続ける

宮原 直美さん(左） 新里 早苗さん(右）宮原 直美さん(左） 新里 早苗さん(右）宮原 直美さん(左） 新里 早苗さん(右）

現名護市立中央図書館館長（写真左）
夏休み子ども司書体験終了式の様子

照屋 利伊館長

受験勉強をする中学生もいます好きな本 みつけた
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12
月
20
日
、名
護
市
剣
道
連
盟
の

与
那
覇
正
会
長
ら
関
係
者
が
名
護
市

役
所
の
渡
具
知
武
豊
名
護
市
長
の
も

と
を
訪
れ
、昨
年
行
わ
れ
た
沖
縄
県
民

体
育
大
会
と
第
7
回 

石
原
杯
剣
道
選

手
権
大
会
の
結
果
を
報
告
し
た
。

　

同
体
育
大
会
の
剣
道
競
技
で
名
護

市
は
準
優
勝
し
、同
選
手
権
大
会
で
は
、

大
学
生
男
子
の
部
で
鶴
川
雄
策
さ
ん

（
名
桜
大
3
年
）が
優
勝
、門
野
圭
太
さ

ん（
同
3
年
）が
4
位
と
そ
れ
ぞ
れ
好

成
績
を
収
め
た
。

　

鶴
川
さ
ん
は「
優
勝
は
素
直
に
う
れ

し
い
が
、反
省
点
も
あ
る
。春
に
行
わ
れ

る
国
体
の
予
選
突
破
を
狙
い
た
い
」

と
話
し
、門
野
さ
ん
は「
勝
て
る
相
手

だ
っ
た
が
詰
め
が
甘
か
っ
た
。稽
古
に

励
み
、次
回
こ
そ
は
勝
ち
た
い
」と
意
気

込
み
を
語
っ
た
。

しせ い フ ラッシュ

月・112 月
市政情報、ご活躍したナグンチュ紹介などを掲載します。

プラス

東江少年野球チームと関係者

やんばるクラブの皆さん

報告に訪れた与那覇会長（前列左）、鶴川さん（同右から2人目）、
門野さん（同右）と関係者

締結書に署名した白井実執行役員兼工場長（右）

　

１１
月
の
第
１
４
０
回 

名
護
ブ
ロ
ッ
ク

冬
季
大
会（
第
１
２
５
回 

名
護
市
長

杯
）で
東
江
少
年
野
球
チ
ー
ム
が
優

勝
し
、県
大
会
出
場
を
決
め
た
。

　

１２
月
１8
日
、東
江
少
年
野
球
チ
ー
ム

の
関
係
者
ら
が
名
護
市
役
所
の
渡
具
知

武
豊
名
護
市
長
を
訪
れ
報
告
し
た
。

キ
ャ
プ
テ
ン
の
仲
井
間
球
次
さ
ん（
東

江
小
６
年
）は「
優
勝
を
決
め
た
と
き

は
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
。県
大
会
で

も
頑
張
り
た
い
」と
話
し
た
。

　

渡
具
知
市
長
は「
子
ど
も
た
ち
が

一
生
懸
命
頑
張
っ
て
い
る
姿
は
地
域
を

元
気
に
す
る
。県
大
会
で
も
良
い
結
果

を
出
し
て
ほ
し
い
」と
話
し
た
。

　

同
チ
ー
ム
は
12
月
に
行
わ
れ
た
第

１
３
２
回 

沖
縄
県
学
童
軟
式
野
球
大

会
で
準
優
勝
を
収
め
た
。

東
江
少
年
野
球
チ
ー
ム

北
部
地
区
優
勝
報
告

　

１２
月
１6
日
、宮
崎
県
総
合
運
動
公
園

ラ
グ
ビ
ー
場
で
ラ
グ
ビ
ー
の
九
州
ト
ッ

プ
ク
ラ
ブ
リ
ー
グ
入
れ
替
え
戦
が
行

わ
れ
、第
44
回 

全
九
州
ク
ラ
ブ
実
業
団

大
会
を
制
し
た
や
ん
ば
る
ク
ラ
ブ
が

リ
ー
グ
8
位
の
宮
崎
ク
ラ
ブ
を
下
し

初
の
リ
ー
グ
昇
格
を
果
た
し
た
。

　

１２
月
27
日
、や
ん
ば
る
ク
ラ
ブ
の
メ

ン
バ
ー
ら
が
名
護
市
役
所
の
渡
具
知

武
豊
名
護
市
長
を
訪
れ
リ
ー
グ
昇
格

を
報
告
し
た
。キ
ャ
プ
テ
ン
の
宮
城

完
爾
さ
ん
は「
若
い
力
と
一
緒
に
な
っ
て

試
合
に
臨
め
た
の
が
大
き
い
。リ
ー
グ

内
で
ト
ッ
プ
を
目
指
し
た
い
」と
目
標

を
語
っ
た
。

　

渡
具
知
市
長
は「
社
会
人
の
皆
さ
ん

が
活
躍
す
れ
ば
、後
輩
も
育
っ
て
い
く
。

今
後
も
頑
張
っ
て
ほ
し
い
」と
話
し
た
。

や
ん
ば
る
ク
ラ
ブ

九
州
ト
ッ
プ
リ
ー
グ
参
戦
へ

か
ん  

じ

ゆ
う
さ
く

き
ゅ
う  

じ

第
7
回 

石
原
杯
剣
道
選
手
権
大
会

名
桜
大
学
生
ら
が
活
躍
　

　

１２
月
１７
日
、株
式
会
社
伊
藤
園
生

産
本
部
相
良
工
場
の
白
井
実
執
行
役

員
兼
工
場
長
ら
関
係
者
が
出
席
の
も

と
、災
害
時
に
お
け
る
飲
料
用
水
の
提

供
に
関
す
る
協
定
の
締
結
式
が
名
護

市
役
所
で
行
わ
れ
た
。こ
の
協
定
に
よ

り
、沖
縄
名
護
工
場
で
貯
蔵
さ
れ
る

約
4
0
0
ｔ
の
飲
料
用
水
が
災
害
時

に
無
償
で
市
民
に
提
供
さ
れ
る
。

　

渡
具
知
武
豊
名
護
市
長
は「
災
害
発

生
時
に
お
け
る
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
確
保

は
大
き
な
課
題
。特
に
飲
料
用
水
は
生

命
に
か
か
わ
る
重
要
な
要
素
。本
協
定

の
締
結
は
心
強
い
」と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　

沖
縄
名
護
工
場
の
永
田
幸
三
部
長

は「
災
害
は
い
つ
起
こ
る
か
分
か
ら
な

い
、皆
さ
ん
に
安
心
を
提
供
し
た
い
」と

話
し
た
。

災
害
時
に
お
け
る
飲
料
用
水
の

提
供
に
関
す
る
協
定 

締
結
式
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感謝状を受け取る又吉康成総支配人（左）

感謝状を受け取る新垣恵子さん（左）

　

昨
年
9
月
の
台
風
24
号
接
近
に
よ

り
、山
入
端
区
に
お
い
て
冠
水
、床
上

浸
水
被
害
が
発
生
し
た
。ホ
テ
ル
リ
ゾ

ネ
ッ
ク
ス
名
護
は
名
護
市
消
防
本
部

か
ら
住
民
救
助
の
協
力
要
請
を
受
け
、

同
ホ
テ
ル
を
避
難
所
と
し
て
開
放
し
、

無
償
で
施
設
と
食
事
の
提
供
を
し
た
。

　

１２
月
25
日
、名
護
市
役
所
で
又
吉

康
成
総
支
配
人
へ
渡
具
知
武
豊
名
護

市
長
か
ら
感
謝
状
が
手
渡
さ
れ
た
。

　

渡
具
知
市
長
は「
台
風
で
大
変
な

被
害
が
あ
っ
た
。救
助
活
動
や
、施
設
の

無
償
開
放
な
ど
、協
力
に
感
謝
し
て
い

る
」と
述
べ
た
。

　

又
吉
総
支
配
人
は「
地
域
の
方
が
大

変
な
状
況
に
な
っ
て
い
る
の
を
見
て
助

け
に
な
れ
ば
と
、今
回
の
避
難
協
力
を

し
た
。今
後
も
地
域
に
協
力
し
た
い
」

と
話
し
た
。

ホ
テ
ル
リ
ゾ
ネ
ッ
ク
ス
名
護
へ

感
謝
状

　

12
月
6
日
、県
庁
で
平
成
30
年
度 

沖

縄
県
統
計
調
査
伝
達
式
が
行
わ
れ
た
。

市
か
ら
は
、経
済
産
業
省
所
管
の
統
計

調
査
30
回
に
従
事
し
た
新
垣
恵
子
さ
ん

が
表
彰
さ
れ
た
。

　

12
月
25
日
、名
護
市
役
所
で
渡
具
知

武
豊
名
護
市
長
か
ら
新
垣
さ
ん
に
感

謝
状
が
伝
達
さ
れ
た
。

　

渡
具
知
市
長
は「
統
計
調
査
は
市

民
の
現
状
を
知
る
大
切
な
調
査
。長
き

に
わ
た
り
協
力
い
た
だ
い
て
感
謝
し

て
い
る
」と
述
べ
た
。

　

感
謝
状
を
受
け
取
っ
た
新
垣
さ
ん
は

「
皆
さ
ん
の
協
力
が
あ
っ
て
初
め
て
調

査
が
で
き
る
。調
査
員
と
し
て
大
変
な

こ
と
も
あ
る
が
、こ
れ
か
ら
も
地
域
の

た
め
に
役
立
ち
た
い
」と
話
し
た
。

調
査
30
回
の
功
績
、

新
垣
さ
ん
へ
感
謝
状

青年海外協力隊に参加する城間美貴さん（中央）

　

１２
月
１9
日
、ア
フ
リ
カ
の
ガ
ボ
ン
共

和
国
に
青
年
海
外
協
力
隊
と
し
て
派

遣
さ
れ
る
城
間
美
貴
さ
ん
と
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

関
係
者
ら
が
名
護
市
役
所
の
渡
具
知

武
豊
名
護
市
長
を
訪
れ
、派
遣
前
の

報
告
を
行
っ
た
。城
間
さ
ん
は「
名
桜

大
学
で
、地
域
医
療
に
つ
い
て
学
ん
だ
。

言
語
の
不
安
は
あ
る
が
、地
域
の
皆
さ

ん
の
ニ
ー
ズ
を
く
み
取
り
、自
分
に
で

き
る
こ
と
を
精
一
杯
頑
張
り
た
い
」と

笑
顔
で
話
し
た
。

　

渡
具
知
市
長
は「
地
域
医
療
で
大
切

な
の
は
地
域
に
寄
り
添
う
こ
と
。現
地

の
人
と
協
力
し
て
貢
献
し
て
ほ
し
い
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
に
敬
意
を
表
し
た

い
」と
語
っ
た
。

　

城
間
さ
ん
は
平
成
３１
年
の
１
月
か
ら

２
年
間
現
地
で
活
動
す
る
。

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
青
年
海
外
協
力
隊

派
遣
報
告

寄付金を手渡す宮里部長と女性部の皆さん

　

１２
月
26
日
、名
護
市
商
工
会
女
性
部

の
関
係
者
ら
が
名
護
市
役
所
の
岸
本

敏
孝
教
育
長
の
も
と
を
訪
れ
子
ど
も

夢
基
金
へ
の
寄
付
金
を
手
渡
し
た
。名

護
市
商
工
会
女
性
部
の
宮
里
す
え
こ

部
長
は「
子
ど
も
た
ち
に
た
く
さ
ん
の

機
会
を
与
え
る
た
め
、こ
れ
か
ら
も
続

け
て
い
き
た
い
」と
話
し
た
。

　

岸
本
教
育
長
は「
長
い
間
協
力
し
て

い
た
だ
き
あ
り
が
た
い
。子
ど
も
夢

基
金
は
皆
さ
ん
の
善
意
で
成
り
立
っ
て

い
る
。感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
」と
述

べ
た
。

　

寄
付
金
は
子
ど
も
夢
基
金
に
積
み

立
て
ら
れ
、市
内
の
小・中
学
校
や
高
等

学
校
、高
等
専
門
学
校
の
生
徒
が
県
外

や
離
島
に
派
遣
さ
れ
る
際
の
航
空
運
賃

や
宿
泊
費
補
助
な
ど
に
使
用
さ
れ
る
。

名
護
市
商
工
会
女
性
部

子
ど
も
夢
基
金
へ
寄
付
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平成31年度 小中一貫教育校「緑風学園」、「屋我地ひるぎ学園」
小規模特認校児童生徒募集について

53-1212（内線381）☎問 教育委員会 学校教育課 学務係申請手続きについて
55-8113☎問 緑風学園緑風学園について

ホームページ
52-8162☎問 屋我地ひるぎ学園屋我地ひるぎ学園について

　 
　 　小中一貫教育校の特色ある教育環境の中で子どもを学ばせたい、学びたいという保護者、児童生徒に対し、一定の
　 条件のもと校区外の市内全域から小規模校である両校へ入学・転学を認める制度です。

http://www.city.nago.okinawa.jp/kurashi/2018121200023/HP

語句の意味

緑風学園
名護市字汀間122番地

屋我地ひるぎ学園
名護市字饒平名159番地

　 小中一貫教育校の概要

前期４（小１～小４）・中期３（小５～中１）・後期２（中２～中３）制

①保護者は、小中一貫教育校の教育目標、教育方針や教育活動について理解し、
　協力できること。

入学・転学の条件（以下の全てを満たしていること）

②保護者は、小中一貫教育校のＰＴＡ活動に賛同し、積極的に協力できること。

③保護者は、自らの責任と負担において児童生徒を通学させること。

④中学校卒業まで在籍する見込みであること。

⑥その他教育委員会の指示に従うこと。

⑤児童生徒と保護者は、小中一貫教育校が実施する学校説明会へ参加または
　申請時までに学校見学をすること。

①特色ある教育活動
　◉基礎・基本の定着
　◉小1からの英語教育
　◉ふるさと学習
②ＴＴ授業※、乗り入れ授業※の実施
③朝のスクールバス運行 など

①特色ある教育活動
　◉基礎・基本の定着
　◉小１からの英語教育
　◉美ら島タイムの推進
②学校敷地内における学童の実施
③ＴＴ授業※、乗り入れ授業※の実施 など

市内に住所を有する
小1～中3の全ての学年の児童生徒

受入対象者

2月1日(金）～2月28日（木）
（土日祝日は除く）

申請期間

教育委員会学校教育課で配布
名護市のホームページからも
取得可能です。

申請書配布場所

教育委員会 学校教育課

申請書提出場所

3月初旬に保護者へ通知

受入決定通知

※TT授業：チームティーチング授業。
　複数の教員で授業をすること。

※乗り入れ授業：中学校の教員が小学校の
　クラスで授業をすること。またその逆。

※特別支援学級については、学級の設置状況により受け入れを検討します。

緑風学園

学校 児童生徒数 小1 小2 小3 小4 小5 小6 中1 中2 中3 計

16

14

10

20

30

31年度在籍見込み

募集人数目安

31年度在籍見込み

募集人数目安

各校の定員

21

9

19

11

30

17

13

19

11

30

22

8

14

16

30

12

18

17

13

30

21

9

9

21

30

15

15

12

18

30

13

17

17

13

30

15

15

15

15

30

152

118

132

138

270

屋我地
ひるぎ学園

　 募集人数

　 小規模特認校制度の概要
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53-1212（内線381）☎
問 各学校・学校教育課 学務係

53-1212（内線381）☎問 教育委員会 学校教育課 学務係

中学校名 日 時

久 志 中 学 校
（緑風学園）

久 辺 中 学 校

東 江 中 学 校

大 宮 中 学 校

屋我地中学校
（屋我地ひるぎ学園）

羽 地 中 学 校

屋 部 中 学 校

名 護 中 学 校

2月

2月

2月

2月

2月

2月

2月

2月

5日（火）

5日（火）

5日（火）

6日（水）

15日（金）

13日（水）

5日（火）

7日（木）

16：30

16：00

14：30

17：15

15：30

15：00

15：00

15：30

小学校名 日 時

真喜屋小学校

羽 地 小 学 校

稲 田 小 学 校

安 和 小 学 校

屋 部 小 学 校

大 宮 小 学 校

名 護 小 学 校

東 江 小 学 校

瀬喜田小学校

久 辺 小 学 校

大 北 小 学 校

久 志 小 学 校
（ 緑 風 学 園 ）

2月

2月

2月

2月

2月

2月

2月

2月

2月

2月

2月

2月

2月

5日（火）

14日（木）

5日（火）

6日（水）

14日（木）

5日（火）

5日（火）

6日（水）

6日（水）

14日（木）

15日（金）

12日（火）

8日（金）

15：30

15：30

15：30

15：30

15：30

15：00

15：00

15：00

15：00

15：20

15：30

15：00

15：00

屋我地小学校
（屋我地ひるぎ学園）

平成31年度 入学説明会のお知らせ
　平成31年度入学説明会を次のとおり行います。

小学校
平成24年4月2日から平成25年4月1日までに
生まれたお子さまをもつ保護者

中学校
平成18年4月2日から平成19年4月１日までに
生まれたお子さまをもつ保護者

◇対　象

就学通知（はがき）で指定された各小・中学校
◇場　所

※日程は変更になる場合があります。
日程の確認・詳細などについては、各学校へ
お問い合わせください。

　名護市教育委員会では、それぞれの学校ごとに通学区域を設定し、児童生徒の住所によって就学すべき学校を指定して
います。この指定された学校を「指定学校」といいます。
　指定学校変更とは、下記の条件にあると教育委員会が認めた場合、指定学校以外の学校に通学することができる制度です。

指定学校変更について

区　分許可
基準

留 守 家 庭

転 居 予 定

心 身 的 理 由

市 内 転 居

調 整 区 域

部 活 動

兄 弟 関 係

そ の 他  

許可条件
・両親共働きなどのため、放課後、親戚などに
 預ける場合

・建設中で入居が確実な場合
・公営市営住宅などへの入居が確実な場合

・心身の故障などにより、指定校への就学が
 困難な場合

・学期学年中途で住所変更による場合

・指定校変更が許可された児童が、中学校入学の際、
 在学する小学校区の中学校を希望する場合

・校区見直しが予想される場合

・指定校に希望する部活動がなく、
 その部活動がある中学校を希望する場合

・指定学校変更が許可された児童生徒の兄弟で、
 同じ学校への通学を希望する場合

・教育長が教育的配慮と認めた場合
 （いじめ・不登校・その他、複合的な理由）

小学校全学年 その理由の
存する期間

当該年度まで

当該原因が
存する期間

卒業まで

中学校卒業まで

卒業まで

卒業まで

卒業まで

その理由の
存する期間

・親戚・学童などの承諾書
・勤務証明書

全学年

・建築確認申請書（新築）
・売買契約書（分譲）
・物件引渡証明書（売買）
・賃貸借契約書（借家など）
上記のいずれか1通写し

全学年
・医師の診断書（写し可）
・校長意見書
  （必要に応じて求める）

全学年

中学校入学時

全学年

中学校入学時 ・誓約書

全学年

全学年 ・校長の意見書など

対象学年 必要書類許可期限

1

3

8

2

4

7

5

6

9

指定校変更児童の
中 学 校 入 学

※指定学校変更は、教育委員会学校教育課の窓口において申請を受け付けます。申請手続きは2月末までに行ってください。

申請手続きについて
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名護市各種団体女性代表ネットワーク協議理事
名護市議会議員

翁長 久美子 さん
みんなで進めよう 男女共同参画社会

　夫婦共働きでも、家事は女性がやるのは当たり前だと
いう意識を植えつけられた私たち夫婦シルバー世代。結婚
した当時は夫が炊事・洗濯をやることは一度もありません
でしたが、私の母が29年前に脳内出血で倒れた時、看病
で付き添う私の代わりに3人の幼い子供たちの世話をし
てくれたことから、早く帰宅したら洗濯物を取り込んだり
夕食の支度をしたりと進んで協力をしてくれるようになり
ました。きっかけは母の病でしたが、我が家ではその頃から
男女共同参画の理念は芽生えていたのだと思います。
　名護市では、2004年に「名護市男女共同参画あい・愛
プラン」、2012年に「名護市男女共同参画条例」が制定
され、市役所内においても管理職に女性の登用が増え、
初の女性教育長や部長など次々に女性管理職が誕生し
ました。私も議員として、学校での男女混合名簿の推進や
職場での旧姓使用などについて議会で提案をさせて

【家庭に期待する取り組み】
◇政治や市政といったいろいろな場で男女双方の意見が反映されてるか関心を持ち、家庭内でも話し合いましょう。
◇女性が管理職に登用されることついて、家庭内でもサポートできる環境を整えましょう。
【地域に期待する取り組み】
◇地域活動での方針決定場へ女性を登用しましょう。
◇各種団体は、団体の運営に係る意思決定の場に女性が参画しやすい環境づくりをしましょう。
◇各種団体の組織運営の役員などに女性を積極的に登用し、活性化につなげましょう。
【職場に期待する取り組み】
◇管理職など方針決定の場への女性の参画に配慮し、その機会を積極的に提供しましょう。
◇ポジティブ・アクション（積極的改善措置）について理解を深め、女性が管理職になるための環境づくりや人材養成に
　取り組みましょう。

男女共同参画社会とは
男女が互いに人権を尊重し合いながら、責任を分かち合い、一人ひとりの個性と能力を発揮できる地域社会のことです。

政策・意思決定の場やその過程への男女共同参画の推進

５３-５４４５☎地域力推進課問

いただき、現在は市内小中学校で男女混合名簿が実施
され、今年の入学式では男女の区別無く混合で入場して
くるのが見られ、新鮮で感動的な入学式でした。市役所で
は結婚後も旧姓使用が可能となり、対象者には喜ばれる
結果となりました。また市議会では、女性議長が誕生した
り、女性議員の数も1人から現在は3人に増えました。日本
は諸外国に比べると遅れを取ってはいますが、女性の
社会進出や男女の役割について線引きがなくなってきて
おり、大型長距離トラック・バス、タクシードライバー、
保育、介護、土木と職業・職種においても隔たりがなくなり
つつあります。
　これからも子育て、教育、福祉と全ての環境で、男女
関係なく、誰もが共生し助け合っていける社会を作るため
に努力していくことが必要だと思います。みんなで一緒に
頑張りましょう。

リレーエッセー企画  第 9 弾
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53-5427☎問 名護市民会館

名護市民会館からのお知らせ

それぞれの役になりきって思い思いに演じる団員
（昨年度の公演より） ※第13回定期公演の演劇をリメイクした作品です。

午後4時（開場：午後3時30分）
名護市民会館 大ホール

2/24日
開催
日時

開 演

会  場

あらすじ
　閉店寸前のケーキ屋のオーナー大城 変治は、人生のどん底にいた。家に帰って
も安らぎはなく、自慢のケーキも全然売れない。おまけに残ったのはケーキを作れ
ないアルバイト店員1人だけ。自分の作ったケーキをひとかじりすると、天使が声を
かけてきた。「あなたの元に2人の少女がやってくる。あなたに会いにね」。2人の少女
が変治に会いに来た理由とは・・・団員が思い思いに演じるお芝居に乞うご期待！

平成30年度 子ども芸術支援事業　第２１回 名護市児童劇団定期公演平成30年度 子ども芸術支援事業　第２１回 名護市児童劇団定期公演

～名護市児童劇団が贈る心温まる不思議なお話～～名護市児童劇団が贈る心温まる不思議なお話～

入場無料 （入場整理券あります）

おおしろ　ちぇんじ 

創作劇創作劇「賢者の石」「賢者の石」
け ん  じ ゃ い し

表現力豊かな作品がいっぱい！

　市内の幼小中校・北部の高等学校児童生徒が、授業などで
制作した感性あふれる作品が勢ぞろい！子どもたちが精いっぱい
自分を表現した作品をご家族そろってご鑑賞ください。

平成３０年度 子ども芸術支援事業平成３０年度 子ども芸術支援事業

2/ ～15金
2/24日

展示
期間

～子どもたちの自由な表現・創造性あふれる作品を一堂に集めた展覧会～～子どもたちの自由な表現・創造性あふれる作品を一堂に集めた展覧会～

≪国頭地区特別支援学級学習展も同時開催！≫≪国頭地区特別支援学級学習展も同時開催！≫

入場無料

第１４回 こども一万人の個展第１４回 こども一万人の個展

午前10時～午後6時
名護市民会館 中ホール・展示ギャラリー

時  間

会  場

第1部 第14期新議会構成の紹介、9月・12月の定例会報告
第2部 参加者との意見交換

名護市議会事務局問 ５３-1212（内線305）☎※屋我地地区は終了しました

　市民意見交換会で寄せられた意見・ご要望は議会でとりまとめ、名護市長へ政策提言として提案することを目指します。
予約は不要です。どの会場でも参加できますので、お気軽にお越しください。名護市や地域の将来について語りましょう。

第5回 市民意見交換会議会と語ろう！

2/12火
名護市労働福祉センター
屋部支所ホール　

午後7時～午後9時
名護地区
屋部地区

2/13水
羽地支所ホール
久志支所ホール

午後7時～午後9時
羽地地区
久志地区

予約不要。
入場無料。
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の
物
作
農
や
豚
養
で
和
安、
は
月
今
　

株
人
法
産
生
業
農
う
行
を
ど
な
産
生

表
代
裕
康
吉
又
の
園
農
吉
又
社
会
式

。
た
し
ま
き
聞
を
話
お
に
役
締
取　

年
昨

12

成
平
り
よ
会
議
協
進
推
豚
ド
ン
ラ
ブ

31る
れ
さ
定
認。
た
し
ま
れ
さ
定
認
て
し
と

で
分
十
が
験
経
の
業
豚
養、
は
に
め
た

る
い
て
れ
優
が
術
技
産
生、
と
こ
る
あ

る
す
達
に
準
基
格
合、
や
と
こ

売
販・
荷
出
上
以
頭
0
0
3
年
を

る
き
で

々
数
た
め
定
の
会
議
協
同、
ど
な
と
こ

ま
り
な
ば
れ
け
な
し
ア
リ
ク
を
準
基
の

が
頭
1

約
が
数
る
す
産
出
に
度
1

他、
と
匹
5

産
生
て
べ
比
に
豚
の

が
性

に
常
非

、
く
低

持
維
を
荷
出
頭
0
0
3
年

は
と
こ
る
すけ

か
年
7。
い
な
は
で
易
容

や
う
よ
て

れ
こ、
と」
た
き
で
ま
こ
こ
く

道
の
で
ま。

す
ま
し
話
を
さ
し
厳
の
り
の

豚
ド
ン
ラ
ブ
社
自
い
近
に
粋
純
た
せ
わ

～ゆったりCAFEでくつろぎませんか。食事に仕事に充実した時間を皆さまへ
『CAFE AGARIE』をご紹介します～

キラリ輝くキラリ輝く 市内の中小企業・小規模事業
者の取り組みを紹介するコー
ナーです。今月は、「CAFE 
AGARIE」を紹介します。

Vol.
45

仕事を通じて、生まれ故郷の人と人を繋ぎたい
　地域に根付いた店舗として、高齢者の方やアレルギーの方など食事に制限のある方でも
外食を楽しんでもらえるようなメニューを開発していきたいです。また、今後フィットネスジム
を開設予定です。多くの市民に憩いの場として提供し、自分なりの地域貢献をしたいです。

Q

　高校時代に県外で福祉に関する研修を受けたことをきっかけに、福祉への関心が高まり
ました。そこで、あらゆる立場のお客さまがつながる地域交流の場を作りたいと思い、地元
名護にカフェをオープンしました。
　地域の若者からお年寄り、観光客などさまざまな方がカフェを利用しています。こだわりの
食事を楽しむことはもちろん、wi-fi完備の落ち着いた広い空間で、勉強や仕事もはかどり
ます。また誕生日やワークショップなどの会場としてもご利用できます。

ここに来れば笑顔になれる。そんな場所を作りたい

CAF E  AGAR I E
43-6113電 話 https://cafeagarie.owst.jpホームページ

ナ
グ
リ

月刊
「
稼

「」
る
げ

カ

感

」
る
あ
が
動

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

て
し
指
目
を
立
確
の
業
農

新３K

産
生、
せ
わ
合
け
か
と
豚
の
外
海
「。
す

ず
ま、
が
た
き
で
も
と
こ
す
や
増
を
数

今、
し
討
検
も
配
交
の
と
種
品
外
海
は
後

良
も
供
提
の
肉
豚
な
価
安
り
よ
で
質

視な
様
多
と」
る
い
て
し
備
準
れ
入
に
野

に
大
拡
ス
ネ
ジ
ビ
は
定
認
の
回
今
「　

が
用
雇
域
地
い
伴
に
れ
そ。
る
が
な
つ

。
す
ま
し
話
と」
か
い
な
は
で
の
る
え
増

1月7日、又吉代表取締役
（左から2人目）と又吉農園の
皆さんが市長に報告しました

北島 枝利子代表者 名護市東江5-14-12住所

ここがキラリ！
代表 北島 枝利子 氏

県
で
12

園芸畜産課 畜産係問

53-1212（内線262）電 話

飲食業主な事業
お客様へのおもてなしの気持ち
がキラリ輝いています。

かわいいイラスト
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名護・やんばるのフクギ林
～集落とフクギのものがたり～

　屋部地域の景観を通して、近世期の名護・やん
ばるにおける村落形成の歴史を学び、屋敷林・
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と
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縄
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縄
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潜
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収
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自
治
会
な
ど
の
地
縁
に
よ
る
団

体
の
代
表
者
と
し
て
多
年（
15
年
以

上
）に
わ
た
り
在
職
し
、地
域
的
な

共
同
活
動
を
通
し
て
良
好
な
地
域

社
会
の
維
持
・
形
成
に
顕
著
な
功
績

が
あ
っ
た
と
し
て
、11
月
28
日
、津
波

康
章
・
港
区
長
と
平
光
男
・
川
上
区

前
区
長
が
総
務
大
臣
よ
り
表
彰
さ

れ
、12
月
７
日
、渡
具
知
武
豊
名
護

市
長
よ
り
表
彰
状
が
手
渡
さ
れ
ま

し
た
。

　「あけみお」は夜明けの美しい静かな
入り江の青 と々した水の流れのことです。
『あけみおのまち名護』のコーナーでは
各種教育施設や市民団体の活動などの
情報を掲載します。

　

3
月
に
開
館
35
周
年
を
迎
え
る

名
護
博
物
館
は
、旧
市
役
所
を
改
築

し
て
1
9
8
4
年
に
開
館
し
ま
し

た
。「
ぶ
り
で
ぃ（
み
ん
な
の
手
）」を

理
念
に
活
動
し
て
き
た
当
館
は
、

展
示
づ
く
り
に
も
多
く
の
人
が
関

わ
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
特
別
展
示
で
は
、当
時
ど

の
よ
う
に
博
物
館
づ
く
り
が
行
わ

れ
た
の
か
を
写
真
で
紹
介
し
ま
す
。

新
博
物
館
建
設
に
伴
い
、常
設
展
示

開
館
35
周
年
特
別
展
示 

常
設
展
示
に
見
る「
ぶ
り
で
ぃ
」

「
な
ご
し
の
い
せ
き
展
〜
羽
地・屋
我
地
の
埋
蔵
文
化
財
〜
」

博
物
館
だ
よ
り

第
29
回 

名
護
市
文
化
祭

53-1342☎名護博物館問

　

名
護
市
に
あ
る
86
件
の
遺
跡
の

う
ち
、羽
地
・
屋
我
地
地
区
に
あ
る

37
件
の
遺
跡
を
一
つ
ず
つ
紹
介
し
、

こ
れ
ま
で
の
調
査
で
発
掘
さ
れ
た

土
器
な
ど
の
遺
物
を
展
示
し
ま
す
。

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

屋
我
地
支
所

◇
日
時　

2
月
6
日（
水
）〜
10

　

日（
日
） 

午
前
10
時
〜
午
後
5
時

　

15
分

５３-３０１２☎教育委員会文化課文化財係問

埋
蔵
文
化
財
展
示
会
※
入
場
無
料

　
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
豊
か
な
文
化
協
会

の
発
表
会
で
す
。ぜ
ひ
お
越
し
く
だ

さ
い
。

◇
期
日　
2
月
9
日（
土
）、10
日（
日
）

◇
場
所　
名
護
市
民
会
館

※
9
日（
土
） 

午
前
10
時
よ
り
中
庭

　

で
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
を

　

行
い
ま
す
。

【
舞
台
部
門
】大
ホ
ー
ル

◇
料
金　

7
0
0
円

　
　
　
　
（
当
日
9
0
0
円
）

①
2
月
9
日（
土
）

　

合
唱
・
民
謡
・
詩
吟
・
歌
謡
・
洋
舞
・

　

洋
楽
・
日
舞 

午
後
6
時
開
演

②
2
月
10
日（
日
）

　

古
典
芸
能（
古
典
音
楽
・
琉
舞
・

　

箏
曲
・
器
楽
） 

午
後
2
時
開
演

※
入
場
券
は
文
化
協
会
事
務
局
、中

　

央
公
民
館
窓
口
、ま
た
は
当
日

　

会
場
受
付
で
お
求
め
く
だ
さ
い
。

【
展
示
部
門
】中
ホ
ー
ル

　

美
術
・
工
芸
・
書
道
・
写
真
・
華
道

※
入
場
無
料

【
な
ご
工
芸
市
】中
ホ
ー
ル 

ロ
ビ
ー

　

や
ち
む
ん
、木
工
、草
木
染
め

　

な
ど
の
販
売

【
茶
道
部
門
】

　

詳
細
は
ち
ら
し
に
て

※
展
示
・
工
芸
市
は
い
ず
れ
も

　

両
日
午
前
10
時
〜
午
後
6
時

◇
主
催　

名
護
市
文
化
協
会

53-6167☎名護市文化協会問

自
治
会
な
ど
地
縁
に
よ
る
団
体
功
労
者
名
護
市
か
ら
2
人
が
総
務
大
臣
表
彰53-5445☎地域協働係問

の
公
開
は
3
月
31
日
を
以
て
終
了

し
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
ご

来
場
く
だ
さ
い
。

◇
日
時　

3
月
1
日（
金
）〜

　

31
日（
日
） 

午
前
10
時
〜
午
後

　

6
時 

※
月・火・祝
日
は
休
館

◇
場
所　
常
設
展
示
室 

他

◇
入
場
料　

3
月
は
全
館

　

無
料
。

　

※
最
終
日
は
午
後
2
時
ま
で

　
（
屋
我
地
展
と
同
時
開
催
）

羽
地
支
所

◇
日
時　

2
月
15
日（
金
）〜
3

　

月
3
日（
日
） 

午
前
9
時
〜

　

午
後
5
時

　

総務省より表彰された津波・港区長（左）と
平・川上区前区長（右）
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と」
ン
ラ
ウ
コ
シ
「る
す
布
分
に
ア
ジ
ア

ま
い
て
し
生
自
が」
ン
ラ
サ
オ
オ
オ
「

。
す

生
着
に
上
岩
や
幹
樹
も
と
種
両

、
え
支
を
体
物
植、
で
物
植
科
ン
ラ
る
す

る
す
収
吸
を
分
養
や
分
水
の
中
気
空

、
根
気

ブ
ル
バ

分
水
る
れ
ば
呼
と

を
茎
だ
ん
ら
膨
る
す
蔵
貯
を
分
養
や

い
て
し
を
造
構
る
え
耐
に
燥
乾、
と

集
採
の
用
芸
園、
は
種
両
た
ま。
す
ま

絶
に
来
将
い
近
り
よ
に
ど
な
発
開
や

沖、
て
し
と
種
い
高
が
性
険
危
の
滅

さ
定
指
に
類
B
I
惧
危
滅
絶
で
県
縄

。
す
ま
い
て
れ

　

、
は
で
査
調
の
近
最

の
ン
ラ
ウ
コ
シ

り
お
て
れ
さ
認
確
が
少
減

は
後
今、

全
保
護
保

を
み
組
り
取
の

り
よ

一
層わ

思
と
る
あ
が
要
必
く
い
て
し
進
推

。
す
ま
れ

宇
津
嘉
る
え
び
そ
に
西
の
市
護
名

　

和
昭、
は
岳
和
安、
岳
重
八、
岳

48

に
年

れ
さ
定
指
に
物
念
記
然
天
の
県
縄
沖

や
質
地
の
有
特
地
岩
灰
石、
り
お
て

生
植
な
的
徴
特
り
よ
に
い
違
の
形
地

月
３
誌
本
の
年
昨。
す
ま
れ
ら
見
が

。
た
し
ま
し
介
紹
を
種
有
固
は
で
号

で
ら
な
所
高
の
峰
主
ら
れ
こ
は
回
今

を
物
植
少
希
る
す
育
生
に
境
環
の
は

。
す
ま
し
介
紹

や
り
た
当
日、
は
辺
周
上
頂
の
山

　

が
霧、
え
加
に
と
こ
い
良
が
し
通
風

が
上
が
度
湿
中
空
は
に
き
と
る
か
か

に
き
と
た
れ
晴
に
逆、
り
な
く
し
涼
り

。
す
ま
し
燥
乾
り
た
当
が
光
日
射
直
は

木
樹、
は
で
境
環
然
自
な
う
よ
の
こ

が
物
植
る
す
生
着
に
岩、
枝
や
幹
の

。
す
ま
れ
ら
み
く
よ

　

然
自
岳
重
八、
岳
和
安、
岳
宇
津
嘉

南
東
ら
か
島
列
球
琉、
は
で
区
護
保

員
委
査
調
存
保
財
化
文
市
護
名

 

志
篤
部
阿

オオオサラン（大筬蘭）写真右側のふくらみが”バルブ”

シコウラン（指甲蘭）肉厚の葉をつける

53-3012☎名護市教育委員会 文化課 文化財係問問

り
よ
だ

～名護・やんばるの自然と文化～

vol.
165

見。
も
ど
子
の
か
れ
だ
な
ん
み

　

い
か
温、
な
う
よ
る
い
て
れ
ら
守

。
す
ま
り
な
に
ち
持
気

嘉津宇岳・安和岳・八重岳
自然保護区に生きる
希少植物たち②

』
へ
た
な
あ
な
さ
い
ち
『

版
出
／
社
友
の
婦
主

を
日
曜
日
３
第
月
毎、
は
市
護
名

　

気
お。
す
ま
い
て
し
進
推
を
動
活
書

だ
く
し
越
お
に
館
書
図
で
族
家
に
軽

。
い
さ

！
よ
で
い
お
に
館
書
図

月
２

　

17

24

で
ま）
日
（日

。
す
で
象
対
み
の
方
の
住
在
市
護
名
※

の
存
保。
い
さ
だ
く
て
し
参
持
は
方

年

お、
を
誌
雑
た
れ
切
が
限

一
人
２０

ま
冊

。
す
ま
し
渡
譲
で

　時
日
◇

27

）
水
（日

館
書
図
央
中

　所
場
◇

 

　

館
開
館
書
図
央
中
立
市
護
名

20し
催
開
を
展
真
写、
し
念
記
を
年
周

。
す
ま

展
み
ゆ
あ
の
館
書
図

内
案
ト
ン
ベ
イ
館
書
図◉

　

ンT
H
IS
 

　

IS
 IT

（M
ichael Jackson’s 

　

This Is It

）

）
分
1
1
1
（』

2

　

月
10

）
日
（日

 

時
2
後
午

30

◉
　

（』
恋
の
家
楽
音
『

86

）
分

　

２
月
13

）
水
（日

 

時
2
後
午

30

会
し
な
は
お
◉

（

日
曜
土
週
毎

）

前
午

　

11

会
し
な
は
お
の
語
英
◉
　

2
月
13

・）
水
（日

27

）
水
（日

時
5
後
午

　

30

◉

会
映
上
館
書
図

）
分
8
0
1
（
　　

2
月
24

）
日
（日

 

時
2
後
午

30

５３-7246☎名護市立中央図書館問
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お疲れ様です。
P24の修正をアップしました。
ご確認をお願いいたします。

まちの話題
　

月
1

13

人
6
2
8
人
成
新
の
内
市、
日

成
平
に
象
対
を

31
年 

式
人
成
市
護
名

日
当。
た
れ
わ
行
で
館
会
民
市
護
名
が

や
艶
は
に
場
会、
れ
ま
恵
も
に
候
天
は

自
の
て
し
と
人
大
「は
長
市
護
名
豊
武

、
ず
れ
忘
を
謝
感
の
へ
り
周、
ち
持
を
覚

。
た
し
つ
さ
い
あ

成
新
が
者
表
代
校
身
出
各
は
で
式
　

ん
さ
泰
田
松
の
身
出
校
学
中
宮
大
　

謝
感
に
方
る
わ
関
ら
か
れ
こ
や
方
た
き

　

第
校
学
中
江
東、
日
同

37

よ
に
生
期

行
が
式
灯
点
字
文
光
の
へ
森
力
銭、
り

ン
ウ
ダ
ト
ン
ウ
カ
の
人
成
新。
た
れ
わ

灯
点
が」
今
「字
文
光
の
年
今
り
よ
に

。
た
れ
さ

は
ん
さ
利
守
城
大
の
長
員
委
行
実
　

変
大
ど
な
め
集
金
資
や
業
作
り
刈
草
「

て
き
で
が
と
こ
る
え
迎
を
式
灯
点
の

日
毎
に
う
よ
い
な
の
い
悔。
い
し
れ
う

込
を
味
意
う
い
と
る
き
生
で
力
全
を

し
ほ
で
い
継
け
受
を
統
伝
も
に
ち
た

覚
自
の
人
大

 

式
人
成
市
護
名

笑顔があふれる新成人

出席した東江中学校37期生の新成人

メッセージカードにそれぞれの思いを書き綴った「今」の光文字が浮かんだ新成人がみんなで名護市民の歌を歌った

代表あいさつをした松田泰さん

来場者は新年を祝い、親睦を深めた

　

、
日
4
月
1

21

で
館
育
体
森
の
紀
世

法
団
財
益
公、
会
工
商
市
護
名、
市
護

市、
れ
わ
行
が）
会
協
光
観
市
護
名
人

外
内
市、
他
の
体
団
民
市
や
会
治
自
内

そ
よ
お
ど
な
所
業
事
の
界
業
各
ら
か

。
た
め
深
を
睦
親、
い
集
が
人
0
0
5
1

は
長
会
会
工
商
市
護
名
成
哲
城
金
　

調
好
が
費
消
人
個
・
設
建
・
光
観
は
県
「

乗
に
波
の
気
景
好
も
護
名。
と
こ
の
と

制
市、
り

50

年
今
る
あ
で
章
序
の
年
周

市
護
名
豊
武
知
具
渡。
た
し
つ
さ
い
あ

制
市
は
市
護
名
に
年
0
2
0
2
「は
長50

5
第
や
業
事
連
関。
る
え
迎
を
年
周

次

て
め
進
を
ど
な
定
策
の
画
計
合
総

い
願
お
を
力
協
の
ん
さ
皆、
で
の
く
い

。
た
け
か
び
呼
と」
す
ま
し

う
集
が
人
0
0
5
1

い
集
の
春
新
市
護
名

大
で
事
仕
や
て
育
子
は
今。
い
た
し

変
て
し
に
切
大
を
親
両
や
族
家
が
だ

い

話
を
い
思
と」
い
た
き

。
た
し

負
抱
の
人
成
新

と
い
た

ち
み
り
も

ん
じ

  

が 

い
む

灯
点
字
文
光

 

」
今
「は
年
今

人
6
2
8
は
人
成
新
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で
部
本
防
消
市
護
名、
日
5
月
1成

平

31

。
た
れ
わ
行
が
式
初
出
防
消
年

　

豊
武
知
具
渡、
は
で
式
目
露
披
お

名
年
昨、
や
検
点
別
特
る
よ
に
長
市
護

11し
は
式
折
屈
端
先
た
れ
さ
備
配
に
月

展
た
し
用
使
を
車
プ
ン
ポ
防
消
付
ご

。
た
れ
さ
露
披
が
練
訓
示

今、
他
の
式
彰
表
種
各、
は
で
典
式
　

。
た
れ
さ
付
交
が
証
定
認
に

）
同
不
順
（】
所
業
事

設
施
援
支
者
碍
障
弟
子

 

つ
だ
す、
睦

庫
金
働
労

 

店
支
護
名

園児たちが元気な踊りを見せた特別点検を行う渡具知市長

はしご車を使った展示訓練が行われた

前川ゼミ生による読み聞かせ

　
12
月
15

組
長
年
園
育
保
ン
リ
キ、
日

教
理
料
子
親
た
し
に
象
対
を
子
親
の室

が
で

わ
行

れ
、

た
し
加
参

13
組
の
親
子
が

ハ

室
教
理
料
の
回
今。
た
し
戦
挑
に
り
作

会
議
協
進
推
善
改
活
生
食
市
護
名、
は

合
て
め
初
が
ミ
ゼ
川
前
の
科
学
康
健

。
た
し
施
実
で
同

の
防
予
病
慣
習
活
生
は
ミ
ゼ
川
前
　

ら
か
年
9
成
平
を
座
講
前
出
の
劇
育
食

さ
り
あ
久
天
の
者
護
保
た
し
加
参
　

理
料
の
縄
沖
に
ち
た
も
ど
子
「は
ん
さに

、

。
た
し
話
と」
い
た
し
ジ

う
よ
べ
食
で
子
親

成
平

31
年 

式
初
出
防
消

日傘を使う珍しい演目『日傘踊り（我部祖河区・内原区）』も披露された

　
12
月
15

る
あ
色
特
の
域
地
地
羽、
日

が
目
演

一

回
3
第
「す
会
に
堂

 

地
羽

祭
年
豊
も
ど
子

 

く
多
ら
か
外
内
域
地、
れ
さ
催
開
で

。
た
れ
訪
が
人
の

ぎ
か
『の
け
開
幕
　

ど
な』
風
で
や

計
12

の
域
地
が
目
演

に
ら
徒
生
童
児。

た
め
務
が
徒
生
童
児
も

に
見
回
毎
「は
ん
さ
子
利
江
城
大
　

し
楽
で
彩
多
が
目
演、
が
る
い
て
来

じ
感
を
長
成
の
ち
た
も
ど
子、
し
い

た
し
演
出
が
子
の
分
自。
い
し
嬉
て

見
が
達
上
で
げ
か
お
の
者
導
指、
が

。
だ
ん
喜
と」
る
れ
取
て

る
く
つ
が
ち
た
も
ど
子

祭
年
豊

】
彰
表
例
定
会
協
防
消
県
縄
沖
【

続
勤

、
志
尚

上
以
（輝
正
田
松、
哲
国
粟

間
當、
）
団
分
地
羽
（進
田
松、
）
員
職

）
団
分
志
久
（子
里

】
彰
表
長
市
護
名
【

功
の
助
内

）
団
分
地
羽
（子
智
美
嘉
比
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12
月
23

護
名
で
館
会
民
市
護
名、
日

氏
實
原

。
た
れ
さ
露
披
が　

ら
か
歳
5、
れ
さ
成
結
り
よ
に
募
公

51

民
市
の
で
ま
歳

76

れ
さ
成
構
で
人

と
者
場
来
は
奏

の

出
み
生
を
感
体
一

。
た
し

は
ん
さ
こ
み
る
屋
照
た
し
覧
観
　

が
と
こ
く
聞
接
直
を
奏
演
の
ロ
プ
「

て
い

き
で
が
と
こ
む
し
楽
で
感
五

。
た
し
話
で
顔
笑
と」
た

見て・買って・食べて楽しむ来場者

月
1
　

19
日
、川
上

ン
イ
メ
を
田
水
の

菜
野
や
米
地
羽、
れ
さ
催
開
が）
会
員や

な
彩
多
ど
な
ト。

た
れ
わ
行
が
物
し
催

風
台
の
年
昨
　

24

、
号
25

で
響
影
の
号

モ
ス
コ
ら
か
と
こ
た
れ
遅
が
り
刈
稲

は
日
当、
み
込
れ
ず
が
き
ま
種
の
ス

い
思
い
思
は
者
場
来
の
く
多
た
れ
訪

。
だ
ん
し
楽
を
ト
ン
ベ
イ
に

り
つ
ま
「は
長
員
委
行
実
男
光
平
　

よ
る
な
に
み
励
の
者
産
生
て
し
通
を

に
田
水
を
場
会
ン
イ
メ
は
年
今、
う

は
に
方
の
所
業
事、
体
団
各
た
れ
く

。
た
し
話
と」
る
い
て
し
謝
感
変
大

ス
モ
ス
コ
じ
ね
は

　
加
参
も
民
市

総勢76人の市民がプロと一緒に演奏した

名護大通りがトランジットモールとなったカリークリスマス会場

名護市移住者等子弟研修生の宮里さん（写真左）と
新城さん（右）もイベントを楽しんだ ディアマンテスの登場に会場が盛り上がった ディアマンテスのライブ

　
12
月
23

in

護
名

8
1
0
2

ら
か
外
内
市、
れ
さ
催
開
が

人
千
3
約

。
た
れ
訪
が
者
場
来
の　

物、
は
で
場
会
ト
ン
ベ
イ
の
り
通
大
護

ど
な
店
食
飲
や
店
販

12

置
設
が
舗
店

ド
ン
バ
ス
ラ
ブ
の
生
学
小、
他
た
れ
さ

。
た
せ
ま
し
楽
を
者
場
来、
れ

儀
正
林
木
た
れ
訪
ら
か
県
岡
福
　

ん
さ

イ
ま
た
ま
た、
て
来
に
行
旅
「は

ベ
ンく

多
が
れ
連
族
家。
た
き
で
加
参
に
ト

。
た
し
話
と

in

8
1
0
2
護
名

り
の
さ
ま
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2
0
1
7
年
3
月
に
開
通
し
た

大
北
大
西
線
と
市
道
宇
座
線
の
交

差
点
に
信
号
機
が
設
置
さ
れ
た
。12

月
20
日
に
信
号
機
点
灯
式
が
行
わ
れ
、

名
護
地
区
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
推

進
協
議
会
会
長
の
渡
具
知
武
豊
名

護
市
長
や
、山
田
聡
名
護
警
察
署
長

ら
関
係
者
の
他
、星
の
し
ず
く
保
育

園
の
児
童
ら
が
参
加
し
た
。

　

山
田
署
長
は「
信
号
が
青
に
な
っ

た
ら
、き
ち
ん
と
左
右
の
確
認
を
し

て
渡
ろ
う
」と
児
童
に
呼
び
か
け
た
。

星
の
し
ず
く
保
育
園
の
宮
里
厚
慧
君

（
6
歳
）は「
信
号
が
青
で
も
車
が
来

な
い
か
ち
ゃ
ん
と
確
認
し
て
手
を
挙

げ
て
渡
る
」と
話
し
た
。

　

12
月
21
日
、有
限
会
社
フ
レ
ッ
シ
ュ

ミ
ー
ト
が
な
は
の
関
係
者
ら
が
名
護

市
役
所
を
訪
れ
、こ
ど
も
い
ち
ば
食

堂
へ
食
材
な
ど
を
寄
贈
す
る
旨
を
渡

具
知
武
豊
名
護
市
長
に
報
告
し
た
。

　

渡
具
知
市
長
は「
こ
ど
も
い
ち
ば

食
堂
へ
食
材
な
ど
を
寄
贈
し
て
い
た

だ
け
る
こ
と
は
あ
り
が
た
い
。今
後

も
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
に
協

力
し
て
ほ
し
い
」と
感
謝
を
述
べ
た
。

　

我
那
覇
俊
佑
取
締
役
常
務
は

「
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
役
立
て
て

ほ
し
い
。今
後
も
協
力
し
た
い
」と
話

し
た
。

M a c h i  n o  W a d a i

　

12
月
20
日
、済
井
出
区
の
棚
原
伝
市

さ
ん
が
屋
我
地
ひ
る
ぎ
学
園
を
訪
れ
、

同
園
新
校
舎
建
設
の
記
念
に
三
線

を
20
丁
贈
呈
し
た
。

　

同
校
で
は
昨
年
4
月
か
ら
文
化
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
部
が
活
動
を
始
め
る
が
、

三
線
の
数
が
足
り
な
か
っ
た
。学
校

側
が
金
城
薫
・
済
井
出
区
長
に
相
談

を
持
ち
か
け
た
こ
と
か
ら
、屋
我
地

中
学
校
卒
業
生
の
棚
原
さ
ん
に
伝

わ
っ
た
。棚
原
さ
ん
は「
せ
っ
か
く

新
し
い
校
舎
も
で
き
る
の
で
、何
か
し

た
い
と
考
え
て
い
た
。私
も
三
線
を
弾

い
て
い
る
。皆
さ
ん
も
練
習
を
頑
張
っ

て
ほ
し
い
」と
部
員
ら
を
励
ま
し
た
。

　

同
部
長
の
瀬
田
小
春
さ
ん（
8
年
）

は「
よ
り
練
習
に
励
み
た
い
。屋
我
地

の
イ
ベ
ン
ト
は
も
ち
ろ
ん
、機
会
が

あ
れ
ば
市
外
の
イ
ベ
ン
ト
で
も
披
露

し
た
い
」と
意
気
込
ん
だ
。

ひ
る
ぎ
学
園
に

三
線
20
丁
贈
呈

で
ん
い
ち

三線20丁を贈呈した棚原さん
（前列左から4人目）と屋我地ひるぎ学園の生徒ら

県庁にて嘉手苅部長（中央）に署名を手渡す
松田部長（左から２人目）

交差点を横断する星のしずく保育園の児童ら

羽地米やお菓子などの寄贈品

こ
ど
も
い
ち
ば
食
堂
へ
寄
贈

フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ー
ト
が
な
は

　

12
月
26
日
、市
地
域
政
策
部
松
田

健
司
部
長
と
名
護
市
体
育
協
会
久

志
支
部
の
関
係
者
が
県
庁
を
訪
ね
、

2
0
2
0
年
に
開
催
さ
れ
る
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
つ
い
て
、再
び
名
護

市
を
聖
火
リ
レ
ー
の
ル
ー
ト
と
し
て

選
定
す
る
よ
う
求
め
る
2
7
5
1
筆

の
署
名
を
県
文
化
ス
ポ
ー
ツ
部
嘉

手
苅
孝
夫
部
長
に
手
渡
し
た
。

　

県
実
行
委
員
会
は
前
日
の
25
日
の

会
議
で
ル
ー
ト
案
概
要
を
検
討
。詳

細
を
調
整
し
、今
年
７
月
ご
ろ
に
公

表
す
る
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

　

１
９
６
４
年
に
ア
ジ
ア
で
初
め
て

開
催
さ
れ
た
第
18
回 

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

東
京
大
会
で
は
、聖
火
が
同
年
の
9

月
7
日
か
ら
３
日
間
か
け
て
沖
縄
を

回
っ
た
際
、名
護
市（
旧
久
志
村
）

嘉
陽
区
に
聖
火
が
宿
泊
し
た
。市
で

は
ル
ー
ト
候
補
地
と
し
て
Ｐ
Ｒ
を
続

け
て
い
る
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
聖
火
リ
レ
ー

コ
ー
ス
選
定
に
署
名
提
出

大
北
大
西
線
に

信
号
機
設
置

あ
つ
よ
し
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面
地
や
上
の
面
地、
は
と
き
焼
野

　

と
こ
す
や
燃
を
物
で
ん
囲
で
ど
な
ク

　
　
　。
す
で

よ
お
理
処
の
物
棄
廃、
は
き
焼
野

　

れ
さ
止
禁
で
律
法
る
す
関
に
掃
清
び

め
決、
ず
さ
や
燃
は
み
ご。
す
ま
い
て

ら
め
決
に
日
た
れ
ら

ま
し
出
で
法
方
た
れ

で
き
焼
野
の
し
少
※

合
場
る
な
に
事
火
も

。
す
ま
り
あ
が

全
安
・
活
生 情

報
ぼ

く
す

し
ら
暮

 

き
い
き
い

国
全、
は
験
試
本

　

一

れ
わ
行
に
斉

撃
攻
力
武
や
波
津
・
震
地、
で
験
試
る

達
伝
報
情、
え
備
に
時
生
発
の
ど
な

防
は
に
時
験
試。
す
ま
い
行
を
験
試

る
ば
ん
や
Ｍ
Ｆ
び
よ
お
線
無
政
行
災

。
す
ま
れ
流
が
声
音
験
試
ら
か

時
日

月
２

　

20

）
水
（日

 
前
午

11
時

容
内
送
放
線
無
政
行
災
防
◉

容
内
送
放
の
る
ば
ん
や
Ｍ
Ｆ
◉

は
れ
こ。
す
で
市
護
名、
は
ら
ち
こ
「

え
支
で
な
ん
み
代
世
る
い
て
い
働、
に

組
仕
た
れ
ら
作
で
え
考
う
い
と
う
よ

。
す
で
み

問

課
務
総

 

係
策
対
災
防

３
５
‐

）
８
０
２
線
内
（２
１
２
１

☎

た
い
用
を
ど
な
線
無
政
行
災
防

験
試
達
伝
報
情

　

和
昭

56

た
れ
さ
工
着
に
前
以
月
５
年

、
め
た
る
す
進
促
を
化
震
耐
の
宅
住

た
し
握
把
を
性
震
耐
の
宅
住
は
で
県

者
術
技
断
診
易
簡、
し
対
に
者
有
所
い

。
す
ま
い
て
し
遣
派
を

間
期
集
募

　

月
2

28

で
ま）
木
（日

用
費
断
診

円
0
0
8
万
１

　

問

県
縄
沖
人
法
Ｏ
Ｐ
Ｎ

問http://w
w
w
.okiken.asia/

8
9
0

‐

9
7
8

‐

0
2
0
1

☎

の
へ
宅
住
の
準
基
震
耐
旧

業
事
遣
派
者
術
技
断
診
易
簡

問

部
本
防
消
市
護
名

 

署
防
消

２
５
‐

１
２
１
２

☎

集
募
者
講
受
Ⅰ
習
講
命
救
通
普

）
料
無
料
講
受
（

問

課
民
市

 

）
当
担
金
年
（係
口
窓

３
５
‐

）
5
7
1
／
4
7
1
線
内
（２
１
２
１

☎ 20

問

課
策
対
境
環

 

係
全
保
境
環

2
5
‐

3
0
0
0

☎

的
目

に
当
手
急
応
て
し
対
に
民
住

　

及
普
の
術
技
と
識
知
い
し
正
る
す
関

。
る
図
を

員
定
　

３０

　り
切
め
締

　人

方
の
住
在
市
護
名
で
上
以
生
学
中
※

。
す
ま
し
と
先
優
を

時
日
　

月
２

２４

）
日
（日

 

午
正

場
会
　

部
本
防
消
市
護
名

 

会
階
２

議
室

容
内
習
講

　

）
人
成
（法
生
蘇
肺
心

講）
器
動
細
除
式
外
体
動
自
（D
E
A

ど
な
習

間
期
込
申

月
２

　

１０

２３
日

）
土
（

を
証
了
修、
し
対
に
者
了
修
習
講
※

。
す
ま
し
付
交

）
ど
な
時
生
発
害
災
（情
事
の
般
諸
※

り
あ
が
合
場
い
な
き
で
が
催
開
で

。
す
ま

コンビニのマルチコピー機で、マイナンバーカードを利用し、
各種証明書が取得できるようになります。

問 市民課 ５３‐１２１２（内線１７７）☎

は
金
年
民
国

　

２０

上
以
歳

６０

満
未
歳

け
付
務
義
が
と
こ
る
す
入
加
は
方
の

。
す
ま
い
て
れ
ら
　

２０

毎日
午前6時30分～午後11時
（土日、祝日利用可能）

※年末年始はメンテナンスのため
　利用できません。

◉ローソン
◉ファミリーマート
◉セブンイレブン
などのコンビニエンスストア

※県外の店舗でも利用できます。

◉コンビニエンスストア内の
　マルチコピー機を自分で操作
　します。個人情報が他人の目
　に触れることはありません。

◉専用回線を使い、個人情報漏
　えい防止策を施しています。

◉住民票
◉印鑑登録証明書
◉戸籍謄(抄)本
◉戸籍の附票
◉課税証明書
◉所得証明書
◉所得・課税証明書

安心です 取得できる証明書

利用できる店舗利用時間

通知カードの下が申請書になっています。
切り離してから必要事項を記入し、写真を
添付後、同封している返信用封筒で送付し
てください。（紛失または住所などに変更の
あった方は新しい申請書が必要になりま
すので市民課までお越しください）
※インターネットでの申請もできます。詳しくは
　「個人番号カード申請」で検索し、ご確認くだ
　さい。

マイナンバーカードを
作るには？

Ｑ

A

火事に発展した野焼き

証明書コンビニ交付
Ｑ＆Ａコーナー

証明書のコンビニ交付が始まります。
2/26らか火
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イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
・
ま
ん
延

防
止
の
た
め
に
は
、予
防
接
種
や
手

洗
い
と
う
が
い
を
し
っ
か
り
行
う『
う

つ
ら
な
い
』対
策
、咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
で

マ
ス
ク
を
す
る
な
ど『
う
つ
さ
な
い
』

対
策
が
重
要
で
す
。症
状
の
あ
る
方

は
、早
め
に
か
か
り
つ
け
医
に
受
診
・

相
談
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、名
護
市
で
は
65
歳
以
上
の
高

齢
者
な
ど
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接

種
の
費
用
助
成
を
2
月
28
日（
木
）ま

で
実
施
し
て
い
ま
す
。ま
だ
接
種
し
て

い
な
い
方
で
接
種
希
望
の
方
は
お
早
め

に
医
療
機
関
に
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

問
健
康
増
進
課 

健
康
づ
く
り
係

5
3
‐
1
2
1
2（
内
線
1
5
8
）

☎ 季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を

予
防
し
よ
う

　

視
覚
に
障
害
を
お
持
ち
の
方
を
対

象
に
し
た
料
理
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

当
日
は
ガ
ス
を
使
わ
な
い
Ｉ
Ｈ
コ
ン

ロ
の
機
能
を
生
か
し
た
メ
ニ
ュ
ー
を

計
画
し
て
い
ま
す
。そ
の
他
に
も
便

利
グ
ッ
ズ
な
ど
の
紹
介
も
あ
り
ま
す

の
で
、皆
さ
ま
の
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

日
時　

2
月
8
日（
金
） 

午
前
11
時
〜

午
後
1
時
30
分

場
所　

名
護
市
市
営
市
場 

2
階　

「
名
護
食
文
化
人
材
育
成
施
設
」

募
集
人
数　
８
人　

※
定
員
に
達
し

次
第
受
付
終
了　

参
加
費　

無
料

準
備
品　
エ
プ
ロ
ン
、ず
き
ん

問
「
社
会
福
祉
法
人
沖
縄
県

視
覚
障
害
者
福
祉
協
会
」事
務
局

0
9
8
‐
8
6
3
‐
2
9
9
7

（
担
当
：
屋
部
・
上
原
）

☎ 視
覚
障
害
者
の
た
め
の
料
理
教
室

　

今
年
度
対
象
の
方
に
平
成
30
年
4

月
上
旬
に
さ
く
ら
の
花
が
描
か
れ
た

ピ
ン
ク
色
の
封
筒
で
ご
案
内
を
送
付

し
て
い
ま
す
。

　

接
種
期
限
は
3
月
31
日（
日
）で
す
。

ま
だ
接
種
さ
れ
て
い
な
い
方
で
接
種

希
望
の
方
は
お
早
め
に
医
療
機
関
に

ご
予
約
く
だ
さ
い
。

　

制
度
が
複
雑
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ご
不
明
な
点
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
健
康
増
進
課 

健
康
づ
く
り
係

5
3
‐
1
2
1
2（
内
線
1
5
8
）

☎ 成
人
用
肺
炎
球
菌
予
防
接
種
は

お
済
み
で
す
か

　

母
子
保
健
推
進
員
は
、乳
幼
児
健

診
な
ど
の
母
子
保
健
活
動
へ
の
協
力

や
、赤
ち
ゃ
ん
の
い
る
ご
家
庭
を
訪

問
し
、子
育
て
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

案
内
す
る
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
と
一
緒
に
地
域
の
子
育
て

を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
せ
ん
か
。

　

活
動
す
る
た
め
に
は
、養
成
講
座

を
受
講
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

【
養
成
講
座
】※
要
事
前
申
し
込
み

日
時　

2
月
26
日（
火
）

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
4
時
30
分

場
所　
労
働
福
祉
セ
ン
タ
ー 

ホ
ー
ル

申
込
締
切　

2
月
15
日（
金
）

問
健
康
増
進
課

5
3
‐
1
2
1
2（
内
線
1
4
3
）

☎ 母
子
保
健
推
進
員
を
募
集
し
ま
す

〜
養
成
講
座
の
ご
案
内
〜

福
祉
・
健
康

説明会
日程情報

軽減税制度の
概要をチェック

軽減税率対策
補助金について

目
的
　
修
学
上
必
要
と
な
る
育
英

資
金
を
貸
与
し
て
い
ま
す
。

応
募
資
格
　
※
若
干
名
採
用
。審
査
あ
り
。

①
日
本
国
籍
を
有
し
名
護
市
内
に
１

年
以
上
住
所
を
有
す
る
者
の
子
弟

で
あ
る
こ
と
。 

②
高
等
専
門
学
校
・

専
修
学
校
・
大
学
・
大
学
院
に
進
学

ま
た
は
在
学
し
、経
済
的
理
由
に
よ

り
修
学
困
難
で
あ
る
こ
と
。 

③
学

業
、操
行
と
も
に
優
秀
で
あ
る
こ
と

（
成
績
評
定
３
・
０
以
上
） 

④
同
種
の

奨
学
金
の
貸
し
付
け
を
受
け
て
い
な

い
こ
と
。

貸
与
内
容
　
①
額
：
県
内
月
額
２
万

５
千
円
、県
外
月
額
３
万
円 

②
期

間
：
貸
与
開
始
か
ら
正
規
の
修
学
期
間

③
返
還
：
無
利
子
で
、貸
与
最
終
月

分
の
翌
月
か
ら
半
年
を
経
過
し
た
月

か
ら
一
定
の
期
間
内

必
要
書
類
　
①
育
英
資
金
貸
付
願

書（
教
育
委
員
会
窓
口
ま
た
は
育
英
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
入
手
） 

②
合
格

証
明
書（
写
し
）ま
た
は
在
学
証
明
書 

③
住
民
票
謄
本（
本
籍
・
世
帯
主
記
載
） 

④
保
護
者（
両
親
共
に
）の
所
得
証
明

書 

⑤
納
税
証
明
書（
市
民
税
・
固
定
資

産
税
・
国
民
健
康
保
険
税
） 

⑥
成
績

調
書（
在
学
・
卒
業
校
発
行
の
も
の
） 

⑦
そ
の
他
、会
長
が
必
要
と
す
る
書
類

受
付
期
間
　
２
月
１
日（
金
）〜
３
月

15
日（
金
）

問
名
護
市
育
英
会
事
務
局

（
名
護
市
教
育
委
員
会 

総
務
課
）

☎
５
３‐１
２
１
２（
内
線
１
３
２
）

平
成
３１
年
度 

名
護
市
育
英
会

貸
与
生
募
集

子
ど
も・教
育

　

水
道
メ
ー
タ
ー
は
、「
計
量
法
」に

よ
り
８
年
以
内
で
取
り
替
え
る
こ
と

と
な
っ
て
い
ま
す
。対
象
者
の
家
に
市

が
委
託
し
た
業
者
が
伺
い
ま
す
の
で
、

敷
地
内
の
立
ち
入
り
な
ど
に
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

※
メ
ー
タ
ー
の
周
り
に
物
を
置
か
な

い
で
く
だ
さ
い
。

※
飼
い
犬
は
メ
ー
タ
ー
か
ら
離
し
て

繋
い
で
く
だ
さ
い
。

実
施
期
間　
２
月
１
日（
金
）〜
２８
日

（
木
）

実
施
地
区　
宮
里
、大
北

問
水
道
業
務
課

５
３‐１
２
１
２（
内
線
3
6
3
／
3
6
4
）

☎ 名
護
市
水
道
メ
ー
タ
ー

取
り
替
え
に
つ
い
て

問
名
護
税
務
署 

総
務
課

5
2
‐
2
9
2
0

（
自
動
音
声
案
内
の
後
に「
2
」を

選
択
し
て
く
だ
さ
い
）

☎ 平
成
31
年
度
10
月

軽
減
税
率
制
度
が
始
ま
り
ま
す
。

　

平
成
31
年
度（
平
成
30
年
分
）の
申

告
巡
回
相
談
・
受
付
を
２
月
１
日（
金
）

か
ら
行
い
ま
す
。（
市
民
の
ひ
ろ
ば
１

月
号
お
よ
び
名
護
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

て
お
住
ま
い
の
地
域
の
日
程
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
）。

　

巡
回
相
談
の
日
程
で
申
告
で
き
な

い
方
は
、申
告
期
間
内
に
税
務
課
市
民

税
係
に
て
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

申
告
期
間　
３
月
１
日（
金
）〜
15
日

（
金
） 

午
前
９
時
〜
午
前
11
時
30
分 

午
後
１
時
〜
午
後
４
時

※
申
告
期
間
後
半
は
混
み
合
う
こ
と

が
予
想
さ
れ
、数
時
間
お
待
ち
頂
く
こ

と
も
ご
ざ
い
ま
す
。

　

平
日
に
来
庁
が
困
難
な
方
は
、休
日

窓
口
と
夜
間
窓
口
を
そ
れ
ぞ
れ
２
日

間
設
け
て
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

休
日
窓
口　
３
月
３
日（
日
）・10
日（
日
）

午
前
９
時
〜
午
前
11
時
30
分

午
後
１
時
〜
午
後
４
時

夜
間
窓
口
　
３
月
７
日（
木
）・14
日（
木
）

午
後
６
時
〜
午
後
８
時

問
税
務
課 

市
民
税
係

５
３‐１
２
１
２（
内
線
１
８
７
）

☎ 平
成
３１
年
度 

市
民
税・県
民
税
兼

国
民
健
康
保
険
税
の
申
告
に
つ
い
て
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問
総
務
課

5
3
‐
1
2
1
2（
内
線
2
1
5
）

☎ 人
権
啓
発
講
演
会

問
名
桜
大
学
総
合
研
究
所

5
1
‐
1
1
0
7

☎ 英
語
教
育
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
英
語
教
育
再
生
に
向
け
て
の
提
言
」

　

名
護
市
の
現
状
を
知
り
、生
活
の
中
で

で
き
る
だ
け
早
期
か
ら
相
互
に
気
付

き
合
い
支
え
合
え
る
た
め
に
、共
に
考

え
て
み
ま
せ
ん
か
？

問
社
会
福
祉
課

５
３‐１
２
１
２（
内
線
１
１
１
）

☎ 平
成
30
年
度 

地
域
自
殺
対
策

強
化
事
業
人
材
育
成
研
修

〜「
生
き
る
こ
と
の
包
括
的
支
援
」

〝
つ
な
げ
る
〞地
域
づ
く
り
を

目
指
し
て
〜

　

書
道
や
工
芸
な
ど
の
作
品
が
展
示

さ
れ
ま
す
。

　

2
月
9
日
・
10
日
は
防
災
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
や
演
劇
、屋
我
地
島
朝
市
、

問
名
護
市
青
少
年
育
成
協
議
会
屋
我
地
支
部

５
２‐８
１
０
１（
屋
我
地
支
所
内
）

☎ 第
20
回 

や
が
じ
展

日
時　
２
月
１０
日（
日
） 

午
前
１１
時
〜

午
後
２
時
３０
分

品
目　
「
Ｈ
ａ
ｐ
ｐ
ｙ
バ
レ
ン
タ
イ
ン
」

熱
々
の
チ
ョ
コ
ス
フ
レ
！

講
師　
木
村 

鈴
羽

参
加
料　
５
０
０
円 

定
員　
１６
人 

問
カ
エ
ル
ぴ
あ
な
は　

０
７
０‐５
８
１
９‐０
９
８
４

☎ お
き
で
ん
Ｉ
Ｈ・料
理
教
室

　

市
民
一
人
ひ
と
り
が
環
境
や
エ
ネ

ル
ギ
ー
に
配
慮
し
た
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
へ
と
転
換
す
る
機
会
を
提
供
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、名
護
市
環
境

展
示
会
を
開
催
し
ま
す
。

開
催
日　
2
月
10
日（
日
）　　
　

時
間　
午
前
10
時
〜
午
後
5
時

場
所　
イ
オ
ン
名
護
店
イ
ベ
ン
ト
広
場

問
環
境
対
策
課

5
2
‐
0
0
0
3

☎ 名
護
市
環
境
展
示
会

日
時　
２
月
２３
日（
土
）

時
間　
午
後
1
時
〜
午
後
5
時

場
所　
名
桜
大
学 

学
生
会
館

SA
K
U
RA
U
M
 

6
階
ス
カ
イ
ホ
ー
ル

入
場
料　
無
料

　

大
津
由
紀
雄
先
生
、江
利
川
春
雄

先
生
、鳥
飼
玖
美
子
先
生
、斎
藤
兆
史

先
生
を
お
招
き
し
て
、シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

を
開
催
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

平
成
３０
年
度 

人
権
啓
発
活
動
地
方

委
託
事
業
の
取
り
組
み
と
し
て
、人
権

啓
発
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　
２
月
１５
日（
金
）

場
所　
名
護
市
労
働
福
祉
セ
ン
タ
ー

時
間　
午
後
４
時
〜
午
後
５
時

定
員　
１
５
０
人

講
演
会
の
テ
ー
マ

「
障
が
い
を
乗
り
こ
な
せ
！
」

講
師　
真
栄
城 

興
和 

氏

問
Ｅ
Ｃ
Ｏ
人
や
ん
ば
る（
事
務
局
）

名
護
市
エ
コ
ス
テ
３
Ｒ
な
ご
こ
ろ

４
３‐０
２
５
４

☎ 海
岸
清
掃
＆
ア
ダ
ン
で

筆
作
り
体
験

日
時　
3
月
17
日（
日
） 

午
前
9
時
４５

分
集
合

場
所　
名
護
市
真
喜
屋
運
動
公
園

駐
車
場

参
加
費　
無
料

対
象
　
小
学
生
以
上
※
小
学
生
は
保

護
者
同
伴

内
容　
屋
我
地
島
内
の
海
岸
清
掃
。ア

ダ
ン
で
筆
作
り
。

持
ち
物　
軍
手
・
水
筒
・
濡
れ
て
も
良

い
服
装（
長
袖
・
長
ズ
ボ
ン
）・
靴

定
員　
要
予
約

※
小
学
生
以
上
に
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

証
明
書
を
発
行
し
て
い
ま
す
。

問
（
一
財
）沖
縄
観
光

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ビ
ュ
ー
ロ
ー

０
９
８‐８
５
９‐６
１
２
９

☎ 「
病
気
！
ケ
ガ
！
の
外
国
人
観
光
客

対
応
セ
ミ
ナ
ー
」参
加
者
募
集

　

外
国
人
観
光
客
が
予
期
せ
ぬ
病
気

や
ケ
ガ
に
見
舞
わ
れ
た
際
、観
光
従
事

者
が
速
や
か
に
対
応
で
き
る
方
法
を

習
得
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
ま
す
。

定
員　
３０
人

日
時　
３
月
６
日（
水
）

午
後
２
時
〜
午
後
４
時
30
分

会
場　
ホ
テ
ル
ゆ
が
ふ
い
ん
お
き
な
わ

　
　
　

あ
け
み
お
の
間

問
特
定
非
営
利
活
動
法
人
Ｎ
Ｄ
Ａ

５
５‐３
３
３
３

☎ パ
ソ
コ
ン
Ｂ
ス
キ
ル
習
得
講
座

※
参
加
費
無
料

　

就
職
の
際
に
必
要
と
さ
れ
る
パ
ソ

コ
ン
操
作
を
習
得
す
る
た
め
の
講
座

と
、就
労
の
際
に
役
立
つ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

対
象　
学
生
・
一
般
求
職
者

※
パ
ソ
コ
ン
の
ロ
ー
マ
字
入
力
と
マ
ウ

ス
操
作
が
で
き
る
方
。

日
時
　
2
月
25
日（
月
）〜
3
月
1
日

（
金
）【
平
日・
全
5
日
間
】

午
前
10
時
〜
午
後
4
時

場
所　
名
護
市
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
館

内
容
　
パ
ソ
コ
ン
Ｂ
ス
キ
ル
操
作
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

定
員　
16
人

催
し
物・講
座

　

３
月
中
に
平
成
３１
年
度
の
被
保
険

者
証（
う
ぐ
い
す
色
）へ
の
切
り
替
え

が
必
要
で
す
。

　

国
保
税
を
納
期
内
に
完
納
し
て
い

る
世
帯
に
は
、３
月
中
に
新
し
い
被
保

険
者
証
を
簡
易
書
留
で
郵
送
し
ま
す
。

　

国
保
税
の
滞
納
に
よ
り
窓
口
切
り

替
え
が
必
要
な
世
帯
に
は
、お
知
ら

せ
ハ
ガ
キ
を
３
月
上
旬
に
郵
送
し
ま

す
の
で
窓
口
で
3
月
中
に
手
続
き
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
切
り
替
え
の
注
意
お
よ
び
納
税
相
談

　

納
付
期
限
間
際
に
納
め
た
方
に
つ

い
て
、場
合
に
よ
っ
て
は
窓
口
切
り

替
え
の
対
象
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、特
別
の
事
情
に
よ
り
国
保

税
の
納
付
が
難
し
い
場
合
は
窓
口
ま

で
お
早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
国
民
健
康
保
険
課

５
３‐１
２
１
２

給
付
係（
内
線
１
５
４
／
１
５
７
）

保
険
税
係（
内
線
１
５
２
／
１
1
7
）

☎ ３
月
は
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
の

切
り
替
え
の
時
期
で
す

【
１
日
目 

基
調
講
演
】

日
時
　
２
月
８
日（
金
） 

午
後
2
時

【
２
日
目 

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
】

日
時　
２
月
９
日（
土
） 

午
後
1
時
30
分

受
講
料　
無
料（
事
前
申
し
込
み
）

場
所　
名
護
市
労
働
福
祉
セ
ン
タ
ー

※
ど
ち
ら
か
1
日
の
参
加
も
可
能
で
す
。

ピ
ザ
作
り
体
験
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

場
所　
屋
我
地
支
所 

ホ
ー
ル

展
示
期
間　
２
月
6
日（
水
）〜
10
日

（
日
）

時
間　
午
前
10
時
〜
午
後
5
時
15
分

（
最
終
日
は
午
後
2
時
ま
で
）

※
2
月
6
日（
水
） 

午
後
３
時
30
分

か
ら
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
を

行
い
ま
す
。

場
所　
食
文
化
人
材
育
成
施
設（
名
護

市
営
市
場 

２
階
）

※
駐
車
は
市
場
駐
車
場
へ（
縦
列
）。

　
エ
プ
ロ
ン
、ス
リ
ッ
パ
持
参
。
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地
域
い
ち
ば
情
報

◉
ぴ
ん
ぷ
ん
日
曜
朝
市

日
時　
第
２
、４
日
曜

　
　
　

午
前
6
時
〜
午
前
9
時

場
所　
ひ
ん
ぷ
ん
ガ
ジ
ュ
マ
ル
南
側
広
場

◉
宮
里
区
朝
市

日
時　
第
３
日
曜

　
　
　

午
前
7
時
30
分
〜
午
前
10
時

場
所　
宮
里
区
公
民
館

◉
勝
山
軽
ト
ラ
市

日
時　
毎
月
第
４
日
曜

　
　
　

午
前
8
時
30
分
〜
正
午

場
所　
（
有
）勝
山
シ
ー
ク
ヮ
ー
サ
ー
構
内

みんなの掲示板への投稿を募集中です。毎月１日から
先着順。1件につき100字以内。

53‐1212（内線335）☎企画情報課 情報政策係問 53‐6210FAX

問
沖
縄
県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点        

0
9
8
‐
8
5
1
‐
8
4
6
0

☎https://yorozu.okinaw
a

HP contact@
yorozu.okinaw

a

沖
縄
県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点
に
よ
る

経
営
相
談
窓
口
に
つ
い
て

①
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル

申
込
時
間　
午
前
8
時
30
分
〜
午
後

6
時

料
金　
1
日
／
千
円

②
I
H
調
理
室
の
利
用
に
つ
い
て

　

市
営
市
場
で
は
、I
H
ク
ッ
キ
ン
グ

ヒ
ー
タ
ー
が
利
用
で
き
ま
す
。

料
金　
１
時
間
４
０
０
円
、営
業
利
用

は
1
6
0
0
円

③
ゆ
ん
た
く
し
な
が
ら
健
康
づ
く
り

in
名
護
市
場

　

名
桜
大
学
看
護
学
科
の
学
生
が
無

料
で
実
施
。

日
時
　
2
月
17
日（
日
） 

午
前
１１
時

３０
分
〜
午
後
２
時
３０
分

内
容　
血
圧
測
定
、血
管
年
齢
、体
脂

肪
測
定
、握
力
な
ど

　

 

名
桜
大
学 

永
田

　

 

５
１-

１
２
８
６

　

地
域
の
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業

者
が
抱
え
る
経
営
の
悩
み
や
課
題
の

解
決
に
向
け
た
方
法
の
提
案
な
ど
、

専
門
家
が
総
合
的
に
支
援
し
ま
す
。

「
よ
ろ
ず
支
援
拠
点
」は
、国（
中
小
企

業
庁
）が
全
国
に
設
置
す
る
経
営
相

談
所
で
す
の
で
、無
料
で
相
談
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

場
所　
名
護
市
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー

３
階（
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
室
）

開
催
日　
２
月
６
日（
水
）、１３
日（
水
）、

２０
日（
水
）、
２７
日（
水
） 

午
前
9
時
〜

午
後
5
時

問
市
営
市
場
管
理
事
務
所　

４
３‐０
４
７
８

☎
　
市
営
市
場
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
働
い

て
み
た
い
と
い
う
人
材
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

　

毎
月
第
一
水
曜
日
午
前
10
時
よ
り

入
会
説
明
会
が
あ
り
ま
す
。

会
員
登
録
対
象
　
名
護
市
在
住
の
６０

歳
以
上
の
健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
方

発
注
例　
◉
家
庭
内
の
掃
除
、料
理
、

草
取
り 

◉
公
共
施
設
管
理
、駐
車
場

管
理
、広
報
誌
な
ど
の
配
布

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
名
護
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

５
３‐３
１
１
５

☎
　
名
護
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

会
員
大
募
集

問
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
名
護

4
3
‐
0
1
5
9

☎
　
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
名
護 

２
月
講
習

◉
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
運
転
技
能
講
習

受
講
料　

4
万
5
9
0
0
円（
テ
キ

ス
ト
代
込
み
）　

定
員　
20
人

日
時　
2
月
25
日（
月
）〜
3
月
1
日（
金
）

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◉
小
型
移
動
式
ク
レ
ー
ン
運
転
技
能
講
習

日
時　
【
学
科
・
実
技
】２
月
１２
日（
火
）〜

１４
日（
木
） 

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
３０
分

問
（
一
社
）沖
縄
県
労
働
基
準
協
会
北
部
支
部

５
４‐４
７
０
０

☎
名
護
市
宇
茂
佐
の
森
5
‐
2
‐
7

住
　
労
働
安
全
衛
生
法
に
基
づ
く

2
月
講
習
会
の
ご
案
内

編集後記

みんなの掲示板

　好きな本、気になる本を手に取って読みふける。
好きなだけ読書ができるのは贅沢だ。図書館には
さまざまな書物があり、来る人を楽しませる。落ち着
いた空間が広がり、日々の喧騒を忘れさせてくれる。
　20年名護市を見守ってきた中央図書館に立ち寄り
皆さんもゆったりとした時間を過ごしてみてはいか
がだろうか。　　        　　　　　　　  　    （澄） 

　小さい頃、母に連れられ崎山図書館によく通った。
なぜか好きだったのは、本ではなく、高い書棚の横に
置かれた丸い形の踏み台。家にない不思議な形が
気になる存在だった。
　取材中気づいた。中央図書館公開書庫にそれが
あるではないか。同じものか定かでないが懐かしさ
を感じた。一人ひとりが感じる図書館の歴史がある。          
                                                      （ゆうき）

▷第5回 なごアグリパーク市　農産物や園芸品、
手づくり雑貨にグルメなど、幅広いジャンルのお
店が集まるマルシェ型イベント。2月17日（日） 
午前10時～午後4時

☎ 43-6010なごアグリパーク問

▷子どもたちが、自主的にプログラミングを学び
遊ぶコーダー道場が名護でもはじまりました。隔
週日曜日、名護市マルチメディア館などで開催し
ています。
コーダー道場名護問 http://coderdojo-nago.comHP
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▷ガールズフェスタ開催！女の子の為のワーク
ショップ&フリーマーケット&ファッションショー。
日時 2月23日（土） 午後1時～午後4時。場所 
宮里公民館

https://cheer-honeys.jimdofree.com
名護チアダンスクラブハニーズ問

HP

▷ハングルを基礎から学ぼう。韓国語超入門
クラス3月5日（火）開講新講座受講者募集。
隔週火曜日 午後７時１５分～８時４５分 産業支援
センター 2階 ２千円/月

☎０９０-６６６３-７８７６名護韓国語教室問
flychu7876@naver.com
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　私が成人式を迎えた12年前は「姫ブーム」だった
せいか、帯締めや伊達襟にレース、頭にはティアラを
乗せた子が多くいた。和服に関しては前衛的な着こ
なしを好まない私は、母が自身の成人の際に仕立て
た朱華色の振袖を着た。もし私の娘が着てくれたら、
親子３代で受け継がれる。16年後が楽しみだ。        
                                              （もずく♯増量中）
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はねずいろ
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やいびぃんやー
（今年はおじいちゃんの
  年日祝いだね）

（健康願いしようね）
からた にげー さなやー



広 告 欄広 告 欄

マリーン事業所
利 用 者 様 募 集 ！

障害者手帳・難病手帳　医師の診断書をお持ちの方
時給　７６５円～
（季節手当・能力に応じて諸手当有）
自己通勤できない方は送迎も出来ます！
無料駐車場有。詳しくはご相談ください

まずはお気軽にご連絡ください♪
見学も大歓迎です！

青とピンクののぼりが目印

ENEOS

大北交差点★当社

タウンプラザ
かねひで大北店

 ☎０９８０-４３-０８３６
マリーンブレスト株式会社 〒905-0019 名護市大北2丁目10-3

担当：兵頭、仲本

ご家族、支援者の方など
お気軽にお越しください

 

大北に就労継続支援Ａ型事業所をＯＰＥＮいたしました！

安
い
！

早
い
！

2月より
ダイヤ改正！！

運行開始！！

市民の皆様もご利用いただける高速路線バスです。
￥1,600 最短72分

名護市役所前行き最終便
県庁北口 20：47発!

詳しい情報は
こちらまで▶
沖縄エアポートシャトルLLP（株式会社北部観光バス 名護市字宇茂佐1533 TEL0980-54-5888）

※特急の場合

※広告欄掲載については、企画情報課（53-1212（内線335））までお問い合わせください。この広告は、広告主の責任において掲載しているものです。広告掲載料は、名護市子ども夢基金に積み立てられます。

●発行/名護市  ●担当/名護市地域政策部企画情報課情報政策係 〒905-8540  沖縄県名護市港一丁目1番1号  TEL.0980-53-1212(内線335)  FAX.0980-53-6210  URL.http：//www.city.nago.okinawa.jp/ 
●印刷/株式会社 琉球若草  〒905-0017  沖縄県名護市大中1丁目19-24  名護市産業支援センター1F  TEL.0980-53-6050
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辺野古米軍基地建設のための埋立ての賛否を問う県民投票辺野古米軍基地建設のための埋立ての賛否を問う県民投票

持参するもの：投票所入場券（入場券が無い場合、身分を証明できるもの）
注意1 投票所入場券は、平成31年1月25日現在の住所へ発送します。1月26日以降に市内転居した方は、旧住所へ送付されることとなり

ますので、御留意ください。

沖縄県知事公室県民投票推進課問 ０９８-８６６-８０６０☎ 名護市役所 総務課問 ５３-１２１２（内線201）☎

2月24日（日） 午前７時～午後８時投票日 投票時間

年齢要件：平成13年２月14日までに生まれた人（２月14日生まれを含む）。
住所要件：平成30年11月13日までに名護市に転入届出をし、住民基本台帳に記載され、引き続き名護市に住んでいる人。

1
2

　投票は選挙当日に行うのが原則ですが、仕事、旅行、レジャー、冠婚葬祭、
天災などの事由により当日投票できない人は、期日前投票を行うことが
できます。
　投票所入場券（はがき）の裏面にある宣誓書に事前に記載することで、
期日前投票所での宣誓書の記入を省略することができます。

※当日に投票される方は、記入不要です。
※期日前投票所は、市民会館入口左側に設けます。
※投票所入場券（ハガキ）が配付されている場合は、入場券を
　持参してください。
※期日前終盤は大変込み合います。可能でしたらお早めに
　お越しください。

　仕事や旅行で名護市外に滞在されている人や病院へ入院中の人など投票所で投票できない人は、県内滞在先（名護市以外の市町村、
沖縄県が指定する病院など）で不在者投票を行うことができます。投票するためには、事前に手続きが必要です。
※詳しくは、選挙管理委員会事務局までお問い合わせください。

2月15日（金）～2月23日（土） 午前8時30分～午後8時
期日前投票

不在者投票

期　　間 時　　間

前回の県知事選挙で第13投票所は豊原地区会館でしたが、今回の県民投票では久志コミュニティセンターとなりますのでご注意ください。注意2

今回の選挙に投票できる要件有権者の皆さまへ

県民投票全般

名護市選挙管理委員会問 ５３-２０１３☎名護市における投票・開票について

　久志地域13区において「第７回 フラワーフェスティバル２０１９」を開催します。オープン
ガーデンや体験プログラムなど創意あふれる楽しいイベントが盛りだくさん。地域を花で
いっぱいに飾る祭典への皆さまのご来場をお待ちしています。

　久志地域13区において「第７回 フラワーフェスティバル２０１９」を開催します。オープン
ガーデンや体験プログラムなど創意あふれる楽しいイベントが盛りだくさん。地域を花で
いっぱいに飾る祭典への皆さまのご来場をお待ちしています。

開催第７回 フラワーフェスティバル ２０１９ 

問 フラワーフェスティバル実行委員会 51-9446☎ http://www.wansaka-o.jpHPourapark＠kushibb. jp　

3月2日（土）～24日（日）期 日 ３月９日（土）～２４日（日） 
午前10時～午後5時

オープンガーデン

久志地域13区内場 所

わんさか嘉例祭 ３月10日（日） 午前10時～ 地域食材を使ったフードフェスティバル
餃子まつり、畑人バイキング、ディスコスープ
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